
泳ぐこいのぼり
　東窪田・西窪田を流れる砂川
の上空を、26 匹のこいのぼり
が元気に泳いでいます。

子どもの健やかな成長を願い



広報あかいわ
No.62（平成 22 年 5 月 1 日）

赤磐市の人口（4月1日現在）
　●人口…45,100人（−109）
　●男…21,546人（−66）　●女…23,554人（−43）
　●世帯数…16,813世帯（＋6）

（　）内は3月1日との差
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13 人権コラム36
平成22年度備前保健所東備支所相談事業
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25 みんなで元気 赤磐市 
チャレンジデー

26 情報ボックス　
相談　ほか

32 読者のページ　
おやじたちの青春！山陽テケテケ大会　ほか

33 まちの話題
城山公園まつり・砂川さくらまつり　ほか

36
ふるさと探訪61
赤磐の民俗資料「唐

からすき

鋤（ウシンガ）」

5
2010

　４月上旬、神田沖の県道沿いの菜の花が一面
に咲き誇りました。週末には市内外から見物客
が訪れ、にぎわっていました。
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園　　　名 所　在　地 園児数
高陽幼稚園 高屋 29
西山幼稚園 西中 7
山陽西幼稚園 山陽４丁目 43
ひかり幼稚園 桜が丘西３丁目 75
山陽北幼稚園 桜が丘西９丁目 107
いわなし幼稚園 沢原 23
桜が丘幼稚園 桜が丘東６丁目 54

計 338

園　　　名 所　在　地 定員
山陽桜保育園 山陽４丁目 120
山陽いろは保育園 下市 100
山陽国分寺保育園 穂崎 60
さんこう保育園 西中 90
あすなろ保育園 桜が丘西３丁目 160
清風いろは保育園 桜が丘西６丁目 120
桜が丘地域保育センター 桜が丘西８丁目 80
石相保育園 町苅田 70
軽部保育園 今井 40
笹岡保育園 坂辺 40
さくらが丘保育園 桜が丘東６丁目 130
とよた保育園 松木 80
さくらんぼ保育園 桜が丘東２丁目 60
周匝保育園 周匝 40
黒本保育園 黒本 40
佐伯北保育園 塩木 40
仁美保育園 仁堀中 30

平成 22 年４月１日現在入園者数 1,113 人　

学　校　名 所　在　地 新 1 年生 全校生
山陽小学校 上市 62 414
山陽西小学校 山陽３丁目 53 357
山陽東小学校 桜が丘西３丁目 81 365
山陽北小学校 桜が丘西８丁目 80 480
石相小学校 町苅田 16 121
軽部小学校 今井 11 70
笹岡小学校 惣分 8 45
豊田小学校 松木 19 116
磐梨小学校 沢原 19 110
桜が丘小学校 桜が丘東６丁目 47 329
城南小学校 黒本 28 145
仁美小学校 仁堀中 5 44

計 429 2,596

学　校　名 所　在　地 新 1 年生 全校生
高陽中学校 上市 143 394
桜が丘中学校 桜が丘西 5丁目 163 479
赤坂中学校 町苅田 40 123
磐梨中学校 沢原 62 179
吉井中学校 周匝 29 118

計 437 1,293

●平成 22年度保育園園児数（平成22年４月１日現在）

●平成 22年度赤磐市立幼稚園園児数（平成22年４月 13日現在）

●平成 22年度赤磐市立小学校児童数（平成22年４月９日現在）

●平成 22年度赤磐市立中学校生徒数（平成22年４月 12日現在）
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酒
蔵
を
巡
る

「
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」

 

産
業
観
光
に
注
目

　
赤
磐
市
観
光
協
会
で
は
、
三
月
二
十

日
（
土
）、
市
内
の
酒
蔵
を
巡
る
赤
磐
市

探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
住
民
に
地
域
産
業

資
源
を
再
発
見
・
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

　
午
前
十
時
十
分
、
探
訪
バ
ス
は
三
十

人
の
参
加
者
を
乗
せ
て
赤
磐
市
役
所
を

出
発
。
夫
婦
で
参
加
の
男
性
は
「
こ
こ

に
住
ん
で
三
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、

酒
蔵
へ
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

良
い
機
会
だ
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
」

と
。
ま
た
、独
り
暮
ら
し
の
女
性
は
「
私

は
高
齢
で
、
車
の
運
転
も
で
き
ま
せ
ん

し
、
こ
う
い
う
ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
け

れ
ば
な
か
な
か
赤
磐
市
を
巡
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
思
い
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

赤
磐
市
役
所
発

赤
磐
酒
造
㈱

利
守
酒
造
㈱

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
㈱

岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー

赤
磐
特
産
館
ア
グ
リ

赤
磐
市
役
所
着

広報あかいわ（平成22年5月号） 4



 

昔
な
が
ら
の
伝
統
を

 
 

味
わ
い
ま
し
た   

　

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
河
本
の
赤
磐

酒
造
株
式
会
社
で
す
。

　
同
社
に
到
着
し
た
一
行
は
、
社
長
の
生

本
滋
春
さ
ん
に
酒
蔵
に
案
内
さ
れ
、
酒

造
り
の
作
業
工
程
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
説
明
を
聞
い
た
後
、
生
本
さ
ん
か
ら
「
今

年
の
一
月
、
二
月
が
寒
か
っ
た
お
か
げ
で
、

と
て
も
お
い
し
い
お
酒
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
女
性
は
、
お
肌
も
ツ
ル
ツ
ル
に
な
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
試
飲
を
し
て
く
だ
さ

い
」
の
言
葉
に
、
一
行
か
ら
は
喜
び
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
的
な
和わ

が
ま釜
甑こ

し
き

を
用
い
、

　
　
　
　
　
　
　
独
自
の
技
術
で

　
大
正
十
二
年
創
立
。
備
前
米
の
主
産
地

に
位
置
し
、
朝
日
米
な
ど
の
優
良
米
を
使

用
し
、
芳
醇
な
酒
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
酒
造
り
の
原
点
は
お
米
を
蒸
す
作
業
に

あ
り
、
蒸
し
米
の
良
し
悪
し
が
麹
の
出
来

栄
え
を
は
じ
め
、
酒
造
り
全
体
を
左
右
す

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
社
で
は
、
こ
の
行
程
に
伝
統
的
な
和

釜
甑
を
用
い
、
独
自
の
技
術
で
外
硬
内
軟

な
ふ
っ
く
ら
と
し
た
蒸
し
米
を
作
り
上
げ

て
い
ま
す
。

信
念
を
持
っ
た
真
の
地
酒
造
り

　
慶
応
四（
一
八
六
八
）年
創
業
。「
よ
い

米
で
本
当
の
お
酒
を
」と
、
昭
和
四
十
年

代
後
半
に
、
酒
蔵
と
農
家
、
農
協
、
農

業
試
験
場
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
幻
の
酒

米
と
い
わ
れ
た
雄
町
米
を
復
活
さ
せ
ま

し
た
。

　
同
社
で
は
、「
地
の
米
・
地
の
水
・
地

の
気
候
風
土
で
醸
し
て
こ
そ
真
の
地
酒
」

と
の
信
念
を
持
っ
て
地
酒
造
り
を
続
け

て
い
ま
す
。

 

こ
だ
わ
り
の
地
酒
を

 

い
た
だ
き
ま
し
た

　

ほ
ん
の
り
気
分
が
良
く
な
っ
た
一
行
が

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
西
軽
部
の
利
守
酒

造
株
式
会
社
で
す
。

　

同
社
に
到
着
し
た
一
行
は
、
酒
造
り
の

作
業
工
程
を
ビ
デ
オ
で
見
た
後
、
社
長
の

利
守
忠
義
さ
ん
か
ら
「
酒
造
り
は
麹
作
り

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」「
お

客
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
夜
を

徹
し
て
酒
造
り
を
し
て
い
ま
す
」「
お
酒
の

鑑
評
会
で
、
こ
れ
ま
で
に
三
十
回
近
く
金

賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
な
ど
と
説
明

を
受
け
、
参
加
者
は
大
き
く
何
度
も
う
な

ず
い
て
い
ま
し
た
。

赤磐酒造株式会社
代表取締役

生本 滋春 さん

利守酒造株式会社
代表取締役

利守 忠義 さん

酒蔵を案内し説明する生本さんと参加者

鑑評会で獲得した
数々の賞状

元サッカー日本代表の中田英寿
さんもこちらへ来られました。
サインボールと記念写真が飾ら
れています。

試飲する参加者

色んなお酒を味わいました
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異
国
の
情
緒
を
楽
し
む

　　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で
一
行

は
、
仁
堀
中
に
あ
る
岡
山
農
業
公
園
ド
イ

ツ
の
森
で
こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
工
場
見

学
を
し
た
り
、
公
園
内
を
散
策
し
た
り
。

　

ド
イ
ツ
の
森
は
、
中
国
山
地
の
連
な
る

丘
陵
と
吉
井
川
で
育
ま
れ
た
豊
か
な
土
地

を
生
か
し
、
ド
イ
ツ
の
農
村
風
景
を
再
現

し
た
中
で
地
ビ
ー
ル
や
地
ワ
イ
ン
の
製
造

な
ど
を
行
っ
て
い
る
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク

で
す
。
平
成
七
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
内
に
あ
る
こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
大
規
模
に
キ
ャ

ン
ベ
ル
ア
ー
リ
ー
種
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し

て
い
た
是
里
地
区
で
昭
和
六
十
年
よ
り
手

づ
く
り
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
行
っ
て
き
ま
し

 

机
を
囲
ん
で
楽
し
く
昼
食

　

利
守
酒
造
株
式
会
社
を
後
に
し
た
一
行

は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
株
式
会
社
岡
山
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
向
か
い
、
工
場
見
学
を
し
た

後
、
昼
食
。

ま
た
参
加
し
た
い

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の

市
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
歴
史
の
あ
る
企
業
を
こ
の
目
で
見
ら

れ
た
の
が
大
き
な
驚
き
で
し
た
。
ま
た
、

ど
の
製
品
も
特
産
品
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
追
求
さ
れ
て
い
て
、
企
業
努
力
・

姿
勢
が
感
じ
と
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

で
子
音
を
楽
し
み
、
ツ
ア
ー
の
一
行
は

知
ら
な
い
人
同
士
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼

食
の
と
き
も
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
い
ろ
ん
な
話
が
で

き
ま
し
た
。

　

た
い
へ
ん
良
い
企
画
の
バ
ス
ツ
ア
ー

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
充

実
し
た
一
日
で
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
い
で
す
。

た
。
ド
イ
ツ
の
森
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

同
園
内
に
新
工
場
を
開
設
し
醸
造
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

市
の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
た

 

「
こ
れ
里
ワ
イ
ン
」

　

こ
れ
里
ワ
イ
ン
は
、
暖
か
な
陽
光
と
清

ら
か
な
水
と
い
っ
た
最
適
な
環
境
の
中
で

は
ぐ
く
ま
れ
た
ぶ
ど
う
か
ら
作
ら
れ
て
お

り
、
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
ワ

イ
ン
で
、
根
強
い
フ
ァ
ン
も
全
国
に
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
自

分
だ
け
の
好
き
な
味
や
香
り
が
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
試
飲
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

同
社
で
は
、
今
後
も
市
の
特
産
品
と
し

て
定
着
し
た
こ
れ
里
ワ
イ
ン
が
一
人
で
も

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
に
根

付
い
た
手
作
り
商
品
と
し
て
、
品
質
向
上

に
対
す
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
帰
路
へ

　

ツ
ア
ー
行
程
の
す
べ
て
の
酒
蔵
を
巡
っ

た
一
行
は
、
赤
磐
特
産
館
ア
グ
リ
で
休
憩

を
取
り
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

石川 富夫 さん
（桜が丘西 6）

ドイツの森に入園する参加者

全国に根強いファンが
いるこれ里ワイン

これ里ワインを楽しむ参加者

工場内見学をした後、談笑しな
がら食事をとりました
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じゃあ、読もう。
２０１０年は、国民読書年です。

■日　時／ 5 月 22 日㈯ 14:00 ～ 15:00
■場　所／くまやまふれあいセンター
■内　容／『いきもの』をテーマに、絵本

の読み聞かせや、ことば遊び、パネルシ
アターなど、もりだくさんのお話し会で
す。いつもの、紙芝居おじさんもやって
来ます。みなさん、見にきてね！

おはなしたまてばこ

■日　時／ 5 月 15 日㈯ 14:00 ～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容／ディズニー名作『シンデレラ』（72 分）
　シンデレラは継母や姉たちからいじめら

れながらも、いつか幸せになれることを
信じて暮らしていました。あるとき、お
城で王子様の結婚相手を探す舞踏会が開
かれることになりました。シンデレラも
行きたくてしかたがありませんが、大事
なドレスを姉たちに破かれてしまい…。
公開されてから 50 年、今なお根強いフ
ァンを持つ名作です。

きらり☆しあたー：こども版

親子一緒に　
　　遊びに来てね！！

中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10:00～18:00
　（中央図書館のみ木曜日は

20:00まで開館）
★はじめて本をかりるときや、

旧町時代の利用者カードを
持っている人が赤磐市立図
書館の利用者カードに切り
替えるときは「利用者登録
申込書」に記入し、申し込
んでください（免許証・保
険証など住所・氏名が確認
できるものをお持ちくださ
い）。

　※小学生以下は、保護者が
　申請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

利用案内
5月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★電話をおかけの際は、番
号のお間違いのないよう
お気をつけください。

■日　時／ 6 月 4 日㈮～ 10 日㈭
　※ただし、7 日㈪（休館日）を除く
　10:00 ～ 18:00（最終日は 20：00 まで）
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■入場料／無料

井上忠プロフィール（1944-2005）
　赤磐市是里に生まれる。高校２年生のと

き、運動会で首を負傷。以来車いす生活
を余儀なくされた。リハビリの一環とし
て絵画を始め、絵筆を口にくわえて描く
手法で県展連続入賞や個展を開催するな
ど多くの実績を残す。

井上忠絵画展

　本をそのままで読むことが困難な人へ中
央図書館の対面朗読室で対面して朗読する
サービスです。図書館にある本や雑誌はも
ちろん、パンフレットなど持ち込みの資料
でもかまいません。
◎利用できる日時は下記のとおりです。
　開館日／ 10:30 ～ 16:00

（第 1 金曜日、日曜日、祝日を除く）
※ 1 回の利用は 2 時間までです。
　サービスを利用するには申し込みが必要
です。詳細は中央図書館へお問い合わせく
ださい。

対面朗読サービスをご存知ですか！？

　中央図書館のインターネットコーナーで
は、「官報」と下記のデータベースが利用
できます。

「朝日新聞記事データベース聞蔵Ⅱビジュアル」
　朝日新聞、AERA、週刊朝日の過去の記
事が検索できます。

「山陽新聞総合データベース Sandex」
　1996 年 10 月以降約１週間前までの山
陽新聞に掲載された記事を検索できます

（1996 年 10 月以前の主要記事も、順次登
録されています）。また、過去 3 ～ 4 カ月
分の紙面をカレンダーから選択して表示で
きます。朝夕刊、すべての地域版、別刷り、
号外を画像で閲覧できます。

　上記データベースの使い方の説明会を開
きます。インターネットコーナーを使った
ことがない人もお気軽にご参加ください。
・ 日　時／ 5 月 14 日㈮・21 日㈮
　　　　　10:30 ～ 11:30
・ 定　員／各 5 人程度（先着順）
※当日、中央図書館相談カウンターまでお
越しください。

新聞や官報のデータベースが利用できます

　赤磐市立図書館所蔵の視聴覚資料（CD・
カセット・DVD・ビデオ）の一覧を作り
ました。各図書館に備えていますのでご活
用ください。

視聴覚資料リストができました

ま
た
参
加
し
た
い

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の

市
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
歴
史
の
あ
る
企
業
を
こ
の
目
で
見
ら

れ
た
の
が
大
き
な
驚
き
で
し
た
。
ま
た
、

ど
の
製
品
も
特
産
品
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
追
求
さ
れ
て
い
て
、
企
業
努
力
・

姿
勢
が
感
じ
と
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

で
子
音
を
楽
し
み
、
ツ
ア
ー
の
一
行
は

知
ら
な
い
人
同
士
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼

食
の
と
き
も
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
い
ろ
ん
な
話
が
で

き
ま
し
た
。

　

た
い
へ
ん
良
い
企
画
の
バ
ス
ツ
ア
ー

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
充

実
し
た
一
日
で
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
い
で
す
。
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市 政 だ よ り

子
ど
も
手
当
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
子
ど
も
手
当

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。子
ど
も
手
当
は
、

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中

学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
す
る

親
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児
童
手
当
と

の
主
な
変
更
点
は
表
の
と
お
り
で
す
。

①
平
成
二
十
一
年
度
に
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
人
（
児
童
手
当
制
度
の
所

得
制
限
を
超
過
し
て
い
る
人
な
ど
）で
、

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て

い
る
人
→
新
規
認
定
請
求
の
申
請
が
必

要
で
す
。

②
平
成
二
十
一
年
度
に
児
童
手
当
の
受
給

者
で
、
新
中
学
校
二
・
三
年
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
人
→
額
改
定
請

求
の
申
請
が
必
要
で
す
。

③
平
成
二
十
一
年
度
に
児
童
手
当
の
受
給

者
で
、
②
に
該
当
し
な
い
人
→
申
請
は

不
要
で
す
。

　

対
象
の
人
に
は
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
新
規
認
定
請
求
ま
た
は
額
改

定
請
求
に
該
当
さ
れ
る
人
は
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
公
務
員
の
人
は
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤

務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
と
お
子
さ
ん
の
住
所
地
が
異
な

る
場
合
は
、
受
給
者
の
住
所
地
で
の
申
請

に
な
り
ま
す
。

【
請
求
受
付
期
間
】

　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
㈭
ま
で

※
制
度
改
正
に
よ
り
、
受
付
期
間
内
に
申

請
し
、
認
定
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
四
・
五
月
分
に
つ
い
て

は
申
請
月
に
よ
っ
て
支
払
時
期
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
以
降
も
申
請
は
で
き
ま
す

が
、
申
請
を
受
け
付
け
た
月
の
翌
月
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
５

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
の

支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
十
月
か
ら
開
始
し
た
、
離
職
者
で

就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意
欲
の
あ

る
人
の
う
ち
、
住
宅
を
失
っ
て
い
る
人
ま

た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

賃
貸
住
宅
な
ど
の
家
賃
と
し
て
住
宅
手
当

を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
再
就
職
に
向
け

た
支
援
を
行
う
「
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措

置
事
業
」
の
支
給
要
件
が
四
月
か
ら
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。〔
手
当
の
支
給
額
は
地
域

ご
と
に
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。（
生

活
保
護
の
住
宅
扶
助
特
別
基
準
に
準
拠
）〕

【
支
給
対
象
者
】

　

支
給
申
請
時
に
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
平
成
十
九
年
十
月
一
日
以
降
に
離
職
し

た
人

②
離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃
金

を
得
て
主
と
し
て
世
帯
の
生
計
を
維
持

し
て
い
た
人
（
離
婚
な
ど
に
よ
り
申
請

時
に
主
た
る
生
計
維
持
者
の
人
も
対

象
）

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申
し

込
み
を
行
う
人

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
ま
た
は
喪
失

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

⑤
申
請
時
の
収
入
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
の
親
族
の
収
入
の
合
計
が
次
の

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

▼
単
身
世
帯
：
十
一
万
四
千
円

　

▼
二
人
世
帯
：
十
七
万
二
千
円

　

▼
三
人
以
上
：
二
十
一
万
二
千 

円

⑥
生
活
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の
預
貯
金

の
合
計
額
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

▼
単
身
世
帯
：
五
十
万
円

　

▼
複
数
世
帯
：
百
万
円

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
な
ど
に
対
す
る

雇
用
施
策
に
よ
る
貸
し
付
け
ま
た
は
給

付
（
就
職
安
定
資
金
融
資
、
訓
練
・
生

活
支
援
給
付
、
就
職
活
動
困
難
者
支
援

事
業
な
ど
）、
自
治
体
が
実
施
す
る
類

似
の
貸
し
付
け
ま
た
は
給
付
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
人

児童手当 子ども手当

対象年齢
小学校修了前
12才到達後最初の３月31日まで

中学校修了前
15歳到達後最初の3月31日まで
＊平成7年4月2日以降に生まれた児童

手当月額
3歳未満の児童…… 10,000円
3歳以上の第1子・第2子　　
　…………………… 5,000円
第３子………………10,000円

1人一律　13,000円

支払時期 6月・10月・2月（変更なし）
所得制限 あり なし
【6月期の支払いについては、2・3月分は児童手当、4・5月分は子ども手当が支給されます】

【表】
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nformation

総合計画の基本目標ごとの事業費（平成 22 年度～ 24 年度の 3 年間）

①一体感と和のある市民参画のまちづくり（市民活動） 289,176 千円
②自然と共生した快適で安全なまちづくり（生活環境） 7,938,011 千円
③健康で安心して暮らせるまちづくり（保健・医療・福祉） 15,197,536 千円
④産業振興による魅力と活力のあるまちづくり（産業振興） 1,458,131 千円
⑤心豊かで生きがいのもてるまちづくり（教育・文化） 1,962,212 千円
⑥財政基盤の安定したまちづくり（行財政） 17,960 千円

合　計　26,863,026 千円

【
支
給
期
間
】

　

原
則
六
カ
月
間
（
最
長
九
カ
月
間
）
が
限

度
。
手
当
支
給
期
間
中
は
、
常
用
就
職
に
向

け
た
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
５

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た

め
、「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
」
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
（
今
回
の
募

集
は
、
現
委
員
の
任
期
が
平
成
二
十
二
年

六
月
三
十
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
う
も

の
で
す
）。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
、

一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
人
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
人
員
】
三
人
以
内

【
応
募
資
格
】

　

二
十
歳
以
上
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
現
在
）
の
赤
磐
市
に
在
住
す
る
人
で
、

男
女
共
同
参
画
に
関
心
と
見
識
を
持
ち
、

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
に
出

席
で
き
る
人

※
会
議
は
平
日
の
昼
間
に
開
催
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

任
意
の
用
紙
に
「
私
が
考
え
る
男
女
共

同
参
画
」
に
つ
い
て
の
作
文
を
八
百
字
以

内
で
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

【
応
募
期
限
】
五
月
三
十
一
日
㈪

※
選
考
結
果
は
、
各
個
人
あ
て
に
通
知
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

⃝
本
庁
市
民
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画
係

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
４

赤
磐
市
総
合
計
画

〇
計
画
の
一
部
を
改
訂

　

市
で
は
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会
経
済

情
勢
の
中
で
、
時
代
に
即
し
た
魅
力
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
三
月
に
総
合
計
画
の
一
部
を
改
訂
し

ま
し
た
。

〈
主
な
変
更
点
〉

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ

る
「
産
業
振
興
に
よ
る
魅
力
と
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
）」
で
、
産

業
の
各
分
野
相
互
の
連
携
を
重
視
し
た
施

策
を
展
開
す
る
た
め
、
基
本
構
想
と
基
本

計
画
の
該
当
部
分
を
変
更
し
ま
し
た
。

〇
実
施
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で

の
三
年
間
に
実
施
を
予
定
す
る
施
策
・
事

業
を
計
画
的
に
推
進
し
、
健
全
な
行
財
政

運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
大

幅
な
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今
後
と
も
行
財

政
改
革
の
断
行
が
最
優
先
か
つ
最
重
要
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
歳
出
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
掲

載
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

事
務
事
業
の
見
直
し
や
効
率
化
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
上
の
事
業
お

よ
び
そ
の
事
業
費
な
ど
は
確
定
し
た
も
の

で
は
な
く
、
今
後
の
財
政
状
況
に
よ
り
見

直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
（
実
施
計
画
を
含
む
）
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
本
庁
企
画
課

お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
本
庁
企
画
課
企
画
係

　

☎
（
９
５
５
）
2
6
9
2
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平
成
二
十
二
年
度

　
　
赤
磐
市
予
算
決
ま
る

　

平
成
二
十
二
年
度
赤
磐
市
の
当
初

予
算
が
、
三
月
定
例
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、一般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
合
わ
せ
て
三

〇
六
億
八
︐一二
七
万
円
で
、
対
前
年
度

比
三･

三
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
長
引
く
不
況
の
影

響
で
、
市
税
が
二
年
連
続
で
減
少
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税

の
増
額
な
ど
で
予
算
規
模
は
四
年
ぶ
り

に
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
四･

七
㌫
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

赤
磐
市
が
誕
生
し
て
六
年
目
に
入

り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
財

政
改
革
を
いっ
そ
う
推
進
す
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、「
安

心
安
全
」、「
子
育
て
支
援
」、「
高
齢

者
等
福
祉
」を
増
進
す
る
事
業
を
優
先

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、「
安
心
安
全
」

の
面
か
ら
、
山
陽
地
域
の
防
災
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
、
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
な
ど
、「
子
育
て
支
援
」の
面
か

ら
、
中
学
三
年
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費

無
料
化
事
業
、
赤
坂
地
域
の
児
童
ク
ラ

ブ
施
設
整
備
事
業
、
民
間
保
育
園
施

設
整
備
補
助
事
業
な
ど
、「
高
齢
者
等

福
祉
」の
面
か
ら
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
増
床
事
業
、
発
達
障
害
者
支
援
事

業
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
、
市
民
生

活
全
般
に
目
配
り
し
た
予
算
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
の
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
な
か
、

「
活
力
あ
る
、
住
み
よ
い
、
赤
磐
市
」

を
目
指
し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

一般会計  174億8,603万円

平成22年度

予 算
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○
一
般
会
計

　
　

住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
福

祉
、
教
育
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事
業
を

行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。

○
特
別
会
計

　
　

特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行

い
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す
る
会

計
で
す
。
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、

介
護
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○
企
業
会
計

　
　

利
益
を
受
け
る
人
の
負
担
で
経
営
を

ま
か
な
う
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会

計
で
す
。
水
道
事
業
会
計
、
病
院
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

○
地
方
交
付
税

　
　

国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

○
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　
　

市
が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県
か
ら

受
け
る
負
担
金
、補
助
金
、委
託
金
で
す
。

○
繰
入
金

　
　

主
に
市
の
積
立
金（
基
金
）を
取
り
崩

し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

○
市
債

　
　

地
方
自
治
体
が
行
う
借
金
で
す
。
こ

の
借
金
の
元
利
償
還
金
を
公
債
費
と
い

い
ま
す
。

○
自
主
財
源

　
　

地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
財
源
の
こ
と
で
す
。

○
依
存
財
源

　
　

国
や
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
収
入
財
源
を
い
い
ま
す
。

会 計 名 予算規模（万円）

一 般 会 計 1,748,603

特 別 会 計 1,131,889

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 465,669

後期高齢者医療特別会計 49,080

老 人 保 健 特 別 会 計 501

介 護 保 険 特 別 会 計 332,217

簡 易 水 道 特 別 会 計 21,383

下 水 道 事 業 特 別 会 計 256,185

宅地等開発事業特別会計 2,680

竜天オートキャンプ場特別会計 1,438

土 地 取 得 特 別 会 計 1,805

財 産 区 特 別 会 計 931

公 営 企 業 会 計 187,635

水 道 事 業 会 計 107,653

赤 磐 市 民 病 院 事 業 会 計 79,982

合 計 3,068,127

歳　入
174億
8,603万円
単位：万円

市税
453,602

国庫支出金
122,853

県支出金
139,787

市債
160,950

地方交付税
650,000 その他 11,737

使用料および手数料
20,646

繰入金 29,894
繰越金 30,000

分担金および負担金
44,204

自主財源
590,083

依存財源
1,158,520

その他 21,200
地方譲与税 29,830

地方消費税交付金 33,900

歳　出
174億
8,603万円
単位：万円

民生費
519,916

その他 5,001
商工費 11,091
議会費 19,927

消防費
71,241

土木費
134,613

農林水産業費
137,172

衛生費
169,788

教育費
204,505

総務費
235,914

公債費
239,435

歳　出
174億
8,603万円
単位：万円

人件費
421,740

その他 7,180

繰出金
188,745

普通建設事業費
185,369

維持補修費
16,549

補助費等
263,678

物件費
300,020

扶助費
125,887

公債費
239,435

義務的経費
787,062 

そ の 他
195,925

投資的経費
185,369 

消費的経費
580,247 

◦歳入内訳

◦目的別歳出内訳

◦性質別歳出内訳

用
語
の
解
説

会 計 別 予 算 規 模 一 般 会 計 内 訳
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主要事業名など 事業費（万円）

総 務 費
公聴広報事業 2,316 
市民バス運行事業 2,639 
参議院議員選挙 2,696 

民 生 費

老人保護措置事業 1,858 
介護予防・生活支援事業（配食サービスほか） 768 
障害者支援事業 6,381 
心身障害者医療費 8,342 
コミュニティ施設整備 196 
行政推進事業 5,019 
防犯対策事業 1,966 
交通安全対策事業 227 
児童福祉施設運営ほか（保育園運営ほか） 125,146 
生活保護費 31,431 

衛 生 費

母子保健事業（妊婦・乳児健診ほか） 4,034 
健康増進事業（がん検診、健康診査ほか） 5,369 
予防事業（予防接種ほか） 6,483 
乳幼児医療費事業 22,178 

農林水産業費

中山間地域対策事業 8,385 
小規模土地改良事業（水路・農道改良ほか） 6,681 
小規模ため池補強事業 20,040 
ほ場整備事業 23,399 
治山林道整備事業 7,229 
松くい虫等防除事業 3,353 

商 工 費
商工振興対策事業（商工会補助ほか） 2,228 
観光事業（観光協会補助、観光施設管理ほか） 5,227 

土 木 費
道路維持管理事業（市道維持補修ほか） 8,824 
道路新設改良事業（五日市西中線、井尻西山団地線、周匝福田線ほか） 22,653 

消 防 費
常備消防（人件費除く） 5,559 
消防団 7,325 
各地区消防施設整備 2,044 

教 育 費

適応指導教室運営事業 829 
学校施設耐震補強事業 18,871 
外国青年招致事業（外国語指導助手） 2,245 
電算管理運営事業（情報機器整備ほか） 3,961 
文化財保護事業（備前国分寺跡保存整備事業、資料館運営事業ほか） 1,915 

公 債 費 元利償還金 239,435 

平成22年度   一般会計予算の主な事業

広報あかいわ（平成22年5月号）12



問い合わせ先　備前保健所東備支所：和気町和気487-2　　   ☎0869-92-5180　FAX0869-92-0100
　　　　　　　備前市備前保健センター：備前市東片上126　☎0869-64-1820

平成２２年度 備前保健所東備支所相談事業

実施場所 事業名 内容 開催日・受付時間

備前保健所
東備支所

特別健康相談
（要予約）

エイズ、クラミジア、梅毒、Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎に関する相談およ
び採血

毎月　第２・４木曜日
９:３０～１１:３０

骨髄バンク登録
（要予約）

登録受付および採血
毎月　第２・４木曜日
９:３０～１１:３０

心の健康相談
（要予約）

うつ、認知症、アルコールなどの薬物依存ひきこもり、その他の
心の健康などについての精神科医などによる相談

毎月　第２木曜日
１３:３０～１４:３０
毎月　第4水曜日
１３:３０～１４:３０

子どもの発達支援相談
（要予約）

身体および精神面で経過観察を必要とする乳幼児の専門的な
診察および相談

偶数月　第３金曜日
１３:００～１５:００

病態別栄養相談
（要予約）

糖尿病、腎臓病、肝臓病などの食事療法の相談
随時実施

（予約時に相談日時を決めます）

思春期の心の健康相談
（要予約）

思春期・青年期の心の健康および精神科医などによるひきこも
りの相談

隔月  予約制
１３:３０～１４:３０

備前市備前
保健センター

心の健康相談
（要予約）

うつ、認知症、アルコールなどの薬物依存、ひきこもり、その他の
心の健康などについての精神科医などによる相談

奇数月　第１火曜日
１３:３０～１４:３０

心の健康相談事業は備前保健所東備支所、または出張相談会場のいずれでも受けることができます。

第
36
回

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て

　

一
人
一
人
が
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
幸

せ
を
め
ざ
す
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
第
十
四
条
で
は
「
す
べ
て
の

国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
、
法
の
下
の

平
等
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
か
」「
ほ

か
の
人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
」

な
ど
、一
人
一
人
が
身
近
な
こ
と
か
ら「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
、
生
活
や
活
動
の
中
で
お
互

い
を
尊
重
し
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
す

べ
て
の
人
々
が
か
け
が
い
の
な
い
存
在
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る

「
身
元
調
査
」
な
ど
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
聞
き
合
わ
せ
」
や
「
身
元
調
査
」
は
差
別

を
助
長
し
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
今
日

で
も
、
結
婚
や
就
職
時
に
身
元
調
査
な
ど
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
婚
姻
は
両
性
の
合
意

の
み
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、ま
た
、就
職
は
本
人
の
能
力
・
適
性
に
よ
っ

て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
な
ど
を
行
わ

な
い
と
と
も
に
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

同
和
問
題
解
決
の
妨
げ
と
な
る

「
え
せ
同
和
行
為
」
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
高
額
な
書
籍

な
ど
の
購
入
強
要
や
不
当
な
金
銭
要
求
な
ど

を
行
う
「
え
せ
同
和
行
為
」
の
被
害
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、
差
別
意
識
の
解
消

に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
教
育
や
啓
発
の
効
果

を
覆
し
、
同
和
問
題
解
決
の
大
き
な
阻
害
要

因
と
な
っ
て
お
り
、
断
固
排
除
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
不
当
な
要
求
に
対
し
て
は
、

最
初
か
ら
き
然
と
し
た
対
応
で
臨
み
、
相
手

に
付
け
入
る
す
き
を
与
え
な
い
こ
と
が
肝
要

で
す
。
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き
込
み
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
匿
名
性

を
悪
用
し
て
、
ひ
ぼ
う
・
中
傷
な
ど
無
責
任

な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
差
別

が
助
長
さ
れ
、
重
大
な
人
権
侵
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
書
き
込
み
は
、
人
権
を
踏
み
に
じ
る

も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
さ
れ
た
情
報
に

よ
り
、
だ
れ
か
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
悲
し

ん
だ
り
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
考

え
、
一
人
一
人
が
モ
ラ
ル
を
わ
き
ま
え
、
差

別
書
き
込
み
を
根
絶
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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1.人件費の状況（平成20年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成19年度の

人件費率

（平成20年度末）

44,936人
千円

17,494,628
千円

4,153,436 23.7㌫ 22.8㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料等が含まれています。

2.職員給与費の状況（平成20年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

478人 千円
1,766,142

千円

273,099
千円

741,646
千円

2,780,887
千円

5,818

※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3.職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成21年4月1日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 323,291円 43.1歳

国 325,521円 41.5歳

4.職員の初任給の状況（平成21年4月1日現在）

区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成21年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 245,475円 294,220円 332,340円

高校卒 209,100円 249,950円 293,325円

6.一般行政職の給与水準の状況（平成21年4月1日現在）

ラスパイレス指数 94.0

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
　公務員の給与水準を示す指数です。

7.一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成21年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 24人 17人 120人 34人

構成比 8.6㌫ 6.1㌫ 43.0㌫ 12.2㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 34人 39人 11人 279人

構成比 12.2㌫ 14.0㌫ 3.9㌫ 100.0㌫

8.職員手当

①期末･勤勉手当（平成21年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.40月分 0.75月分

12月期 1.60月分 0.75月分

計 3.00月分 1.50月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

②時間外勤務手当（平成20年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 68,098千円

職 員 １ 人 当 た り
平 均 支 給 年 額 175千円

③退職手当（平成21年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

１人当たり平均支給額（平成20年度） 16,918千円

定員管理の状況
　市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決算書で公表していますが､市民
の皆さんに､より一層のご理解をいただくため､その状況についてお知らせします。
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市職員給与
④特殊勤務手当（平成21年4月1日現在）

区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成20年度） 20.2㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成20年度決算） 204千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業
従事職員 ごみの処理業務

下水処理手当 下水処理作業
従事職員 下水の処理業務

放射線業務手当 診療エックス線技師 放射線を
照射する業務

医師業務手当 医　　師 医師の業務

検査業務手当 臨床検査技師 検査の業務

夜間看護業務
手当 看護師・准看護師 深夜の看護等の

業務

出動手当 消防職員 救急救助、火災等
への出動業務

夜間通信勤務
手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成21年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 13,000円

配偶者以外の
扶養者

6,500円､
（配偶者がない場合
うち1人につき）11,000円

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

5,000円加算
／１人につき

住居手当 持ち家（新築･購入等から5年）､借家な
どの区分により月額2,500円～27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
月額2,400円～24,500円

9.特別職の報酬などの状況（平成21年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給 

料
市　長 890,000円 1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分副市長 700,000円

報　
　

酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円
※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100、を議長､副議
　長、議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10.定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人）

対前年
増減数 主な増減理由平成

21年
平成
20年

一　

般　

行　

政

議　会 5 5

総　務 95 89 6 業務の増加 

税　務 22 23 △1 事務の統廃合・縮小

民　生 60 65 △5 事務の統廃合・縮小

衛　生 43 46 △3 事務の統廃合・縮小

労　働

農　水 24 25 △1 事務の広域処理化

商　工 2 2

土　木 27 25 2 業務の増加 

小　計 278 280 △2

教　　　育 119 120 △1 業務内容の見直し

消　　　防 80 79 1 法令基準の充足 

公
営
企
業
等

病　院 43 41 2 業務の増加 

水　道 15 16 △1 事務の統廃合・縮小

下水道 15 18 △3 事務の統廃合・縮小

その他 24 26 △2 事務の統廃合・縮小

小　計 97 101 △4

合　　　計 574 580 △6

※職員とは､一般職の職員をいい、休職者･派遣職員を含み臨時･非常勤 
　職員を除きます。
※職種などの計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。

および
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人
事

市
役
所
の

　
赤
磐
市
で
は
、退
職
や
併
任
の

解
除（
三
月
三
十
一日
付
け
）お
よ

び
職
員
の
異
動（
四
月
一
日
付
け
）

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
全
体
で
三
百
十
九
人
と
多
数

に
及
ぶ
た
め
異
動
に
つ
い
て
は
課

長
級
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。

 

四
月
一
日
付
け

　
　
　
　
　
　
（　

）内
は
旧
任

●
異
動〔
部
長
級
〕

◇
中
川　

靖
朗
／
議
会
事
務
局

事
務
局
長（
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
課
長
）

◇
池
本　

耕
治
／
総
務
部
部
長

（
市
民
生
活
部
部
長
）

◇
石
原　

亨
／
企
画
財
政
部
部
長

（
企
画
財
政
部
財
政
課
課
長
）

◇ 

松
本　

清
隆
／
市
民
生
活
部

部
長（
保
健
福
祉
部
部
長
兼
保

健
福
祉
部
社
会
福
祉
事
務
所

所
長
）

◇ 

坂
本　

操
／
市
民
生
活
部
参

与　

市
民
病
院・旧
備
作
高
等

学
校
活
用
担
当（
吉
井
支
所
支

所
長
兼
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

課
長
事
務
取
扱
兼
吉
井
支
所
吉

井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

◇ 

藤
井　

清
人
／
市
民
生
活
部

参
与　

環
境
施
設
整
備
担
当

（
総
務
部
総
務
課
付
参
事
備
前

広
域
環
境
施
設
組
合
へ
派
遣
）

◇ 

奥
本　

伸
一
／
保
健
福
祉
部
部

長
兼
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉

事
務
所
所
長（
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
課
長
兼
保
健
福
祉

部
山
陽
児
童
館
館
長
）

◇ 
内
田　

慶
史
／
産
業
振
興
部

参
与　

ま
ち
づ
く
り・
産
業
集

積
地
担
当（
建
設
事
業
部
部
長
）

◇ 

鈴
鹿　

真
一
／
建
設
事
業
部
部

長（
建
設
事
業
部
都
市
建
設
課

課
長
）

◇ 

田
中　

泰
／
赤
坂
支
所
支
所

長
兼
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課

課
長
事
務
取
扱
兼
赤
坂
支
所

市
民
生
活
課
赤
坂
環
境
セ
ン
タ

ー
所
長
事
務
取
扱（
赤
坂
支
所

支
所
長
）

◇ 

山
田　

長
俊
／
熊
山
支
所
支

所
長
兼
熊
山
支
所
健
康
福
祉

課
課
長
事
務
取
扱（
産
業
振
興

部
農
林
課
課
長
）

◇ 

佐
藤　

浩
介
／
吉
井
支
所
支

所
長
兼
吉
井
支
所
産
業
建
設

課
課
長
事
務
取
扱（
吉
井
支
所

産
業
建
設
課
課
長
）

◇ 

平
尾　

博
文
／
市
立
赤
磐
市

民
病
院
参
与
兼
市
立
赤
磐
市
民

病
院
事
務
局
病
院
事
務
長
事

務
取
扱
兼
市
立
赤
磐
市
民
病
院

事
務
局
庶
務
係
係
長
事
務
取
扱

（
議
会
事
務
局
事
務
局
長
）

◇ 

宮
岡　

秀
樹
／
教
育
委
員
会
教

育
次
長（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
課
長
兼
教
育
委
員
会
吉

井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
異
動〔
課
長
級
〕

◇
新
本　

和
代
／
総
務
部
秘
書

課
課
長（
総
務
部
秘
書
課
課
長

兼
総
務
部
秘
書
課
秘
書
係
係

長
事
務
取
扱
）

◇
石
原　

和
幸
／
総
務
部
桜
が

丘
出
張
所
所
長
兼
総
務
部
い
き

い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長（
総
務

部
桜
が
丘
出
張
所
課
長
補
佐

兼
総
務
部
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
課
長
補
佐
）

◇
岩
本　

武
明
／
企
画
財
政
部
企

画
課
課
長
兼
企
画
財
政
部
行
政

改
革
推
進
室
室
長（
総
務
部
総

務
課
課
長
補
佐
兼
総
務
部
総
務

課
総
務
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
福
内　

正
浩
／
企
画
財
政
部

企
画
課
参
事
兼
企
画
財
政
部
企

画
課
情
報
政
策
係
係
長
事
務
取

扱（
企
画
財
政
部
企
画
課
課
長

補
佐
兼
企
画
財
政
部
企
画
課
情

報
政
策
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
岡
本　

衛
典
／
企
画
財
政
部

財
政
課
課
長（
企
画
財
政
部
企

画
課
課
長
兼
企
画
財
政
部
行

政
改
革
推
進
室
室
長
）

◇ 

直
原　

平
／
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
課
長
兼
保
健
福
祉
部

山
陽
児
童
館
館
長（
保
健
福
祉

部
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
保

事
）

◇ 

大
上　

直
史
／
赤
坂
支
所
健

康
福
祉
課
課
長（
熊
山
支
所
健

康
福
祉
課
課
長
）

◇ 

道
満　

潤
子
／
赤
坂
支
所
石

相
保
育
園
園
長（
赤
坂
支
所
軽

部
保
育
園
園
長
補
佐
）

◇ 

繁
松　

桂
子
／
赤
坂
支
所
笹

岡
保
育
園
園
長（
赤
坂
支
所
石

相
保
育
園
園
長
補
佐
）

◇ 

若
林　

毅
／
赤
坂
支
所
産
業

建
設
課
参
事
兼
赤
坂
支
所
産

業
建
設
課
産
業
振
興
係
係
長

事
務
取
扱（
赤
坂
支
所
産
業
建

設
課
課
長
補
佐
兼
赤
坂
支
所

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
係

長
事
務
取
扱
）

◇ 

藤
原　

利
一
／
熊
山
支
所
市
民

生
活
課
課
長（
市
立
赤
磐
市
民

病
院
事
務
局
病
院
事
務
長
兼

市
立
赤
磐
市
民
病
院
事
務
局

庶
務
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇ 

森　

章
／
熊
山
支
所
産
業
建

設
課
課
長（
赤
坂
支
所
市
民
生

活
課
課
長
兼
赤
坂
支
所
市
民

生
活
課
赤
坂
環
境
セ
ン
タ
ー
所

長
）

◇ 

徳
光　

哲
也
／
吉
井
支
所
市

民
生
活
課
課
長
兼
吉
井
支
所

仁
堀
出
張
所
所
長（
吉
井
支
所

市
民
生
活
課
課
長
兼
吉
井
支

所
仁
堀
出
張
所
所
長
兼
吉
井

支
所
市
民
生
活
課
総
務
係
係

長
事
務
取
扱
）

◇ 

長
田　

忠
芳
／
吉
井
支
所
健

康
福
祉
課
課
長
兼
吉
井
支
所

吉
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇ 

奥
田　

吉
男
／
産
業
振
興
部

農
林
課
課
長（
産
業
振
興
部
農

林
課
課
長
補
佐
）

◇ 

杉
能　

秀
雄
／
産
業
振
興
部

農
林
課
参
事（
建
設
事
業
部
水

道
課
課
長
補
佐
兼
建
設
事
業

部
水
道
課
工
務
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇ 

塩
見　

誠
／
産
業
振
興
部
商

工
観
光
課
課
長
兼
産
業
振
興

部
産
業
会
館
館
長（
産
業
振
興

部
商
工
観
光
課
課
長
兼
産
業

振
興
部
産
業
会
館
館
長
兼
産

業
振
興
部
企
業
立
地
推
進
室

室
長
）

◇ 

楢
原　

哲
哉
／
産
業
振
興
部

参
事
兼
産
業
振
興
部
企
業
立

地
推
進
室
室
長（
産
業
振
興
部

農
林
課
参
事
兼
産
業
振
興
部

商
工
観
光
課
参
事
）

◇ 

田
中　

富
夫
／
建
設
事
業
部

都
市
建
設
課
課
長（
熊
山
支
所

市
民
生
活
課
課
長
）

◇ 

岩
本　

良
彦
／
建
設
事
業
部

水
道
課
課
長（
建
設
事
業
部
下

水
道
課
課
長
補
佐
兼
建
設
事

業
部
下
水
道
課
工
務
係
係
長

事
務
取
扱
）

◇ 

大
森　

敏
孝
／
建
設
事
業
部

下
水
道
課
課
長（
建
設
事
業
部

水
道
課
課
長
）

◇ 

荒
島　

正
弘
／
建
設
事
業
部

下
水
道
課
参
事
兼
建
設
事
業
部

下
水
道
課
工
務
係
係
長
事
務
取

扱（
建
設
事
業
部
下
水
道
課
参
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（
教
育
委
員
会
吉
井
公
民
館
館

長
兼
教
育
委
員
会
吉
井
図
書

館
館
長
兼
教
育
委
員
会
吉
井

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
教

育
委
員
会
吉
井
分
室
分
室
長
）

◇ 

井
上　

松
吉
／
吉
井
支
所
産

業
建
設
課
参
事
兼
吉
井
支
所

産
業
建
設
課
上
下
水
道
係
係

長
事
務
取
扱（
教
育
委
員
会
吉

井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
参
事
）

◇ 

梶
尾　

晶
／
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
課
長（
赤
坂
支
所
健

康
福
祉
課
課
長
）

◇ 

小
林　

利
夫
／
教
育
委
員
会
中

央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
教

育
委
員
会
中
央
公
民
館
館
長
）

◇ 

黒
田　

靖
之
／
教
育
委
員
会

中
央
公
民
館
館
長（
赤
坂
支
所

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
赤

坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

係
長
事
務
取
扱
）

◇ 

藤
原　

輝
之
／
教
育
委
員
会

赤
坂
公
民
館
館
長
兼
教
育
委

員
会
笹
岡
公
民
館
館
長
兼
教

育
委
員
会
赤
坂
図
書
館
館
長

兼
教
育
委
員
会
赤
坂
分
室
分

室
長（
教
育
委
員
会
熊
山
公
民

館
館
長
兼
教
育
委
員
会
熊
山

図
書
館
館
長
兼
教
育
委
員
会

熊
山
分
室
分
室
長
）

◇ 

杉
本　

進
／
教
育
委
員
会
熊

山
公
民
館
館
長
兼
教
育
委
員

会
熊
山
図
書
館
館
長
兼
教
育

委
員
会
熊
山
分
室
分
室
長（
熊

山
支
所
産
業
建
設
課
課
長
）

◇ 

小
坂　

俊
吾
／
教
育
委
員
会

吉
井
公
民
館
館
長
兼
教
育
委

員
会
吉
井
図
書
館
館
長
兼
教

育
委
員
会
吉
井
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
館
長
兼
教
育
委
員
会

吉
井
分
室
分
室
長（
教
育
委
員

会
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）

◇ 

国
定　

信
之
／
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長（
企
画
財

政
部
企
画
課
課
長
補
佐
兼
企

画
財
政
部
企
画
課
企
画
係
係

長
事
務
取
扱
）

◇ 
竒
峯　

正
二
／
教
育
委
員
会

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長

（
教
育
委
員
会
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

●
岡
山
県
か
ら
の
派
遣
職
員

◇ 

小
川　

信
／
建
設
事
業
部
都

市
建
設
課
主
幹
兼
建
設
事
業

部
都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

係
長
事
務
取
扱

◇ 

石
原　

順
子
／
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
主
幹

◇ 

石
原　

英
司
／
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
企
画
推

進
係
係
長
事
務
取
扱

●
新
規
採
用

◇ 

辻　

真
理
亜
／
総
務
部
秘
書

課
主
事
補

◇ 

佐
々
木　

香
織
／
企
画
財
政

部
税
務
課
主
事
補

◇ 

仲
村　

紀
彦
／
市
民
生
活
部

市
民
課
主
事
補

◇ 

原　

征
吾
／
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事
補

◇ 

大
西　

あ
ゆ
み
／
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
保
健
師

◇ 

竹
原　

俊
一
／
保
健
福
祉
部
介

護
保
険
課
主
事
補

◇ 

藤
原　

直
子
／
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
主
事
補

◇ 

井
本　

達
也
／
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
主
事
補

◇ 

橋
本　

二
春
／
建
設
事
業
部

都
市
建
設
課
主
事
補

◇ 

藤
川　

有
沙
／
会
計
課
主
事
補

◇ 

柴
田　

沙
織
／
赤
坂
支
所
石

相
保
育
園
保
育
士

◇ 

尾
形　

久
美
子
／
吉
井
支
所

健
康
福
祉
課
保
健
師

◇ 

森
本　

紗
也
佳
／
吉
井
支
所

周
匝
保
育
園
保
育
士

◇ 

土
井　

晶
恵
／
吉
井
支
所
佐

伯
北
保
育
園
保
育
士

◇ 

赤
堀　

麻
衣
／
市
立
赤
磐
市

民
病
院
看
護
部
看
護
助
手

◇ 

福
島　

弘
子
／
教
育
委
員
会
中

央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

◇ 
廣
井　

純
子
／
教
育
委
員
会

桜
が
丘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
員

◇ 

杉
谷　

香
織
／
教
育
委
員
会
熊

山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

◇ 

藤
田　

浩
之
／
消
防
本
部
消

防
総
務
課
総
務
係
消
防
士

◇ 

富
山　

隆
弘
／
消
防
本
部
消

防
総
務
課
総
務
係
消
防
士

◇ 

中
瀧　

修
祐
／
消
防
本
部
消

防
総
務
課
総
務
係
消
防
士

◇ 

中
島　

健
吾
／
消
防
本
部
消

防
総
務
課
総
務
係
消
防
士

◇ 

内
田　

裕
喜
／
消
防
署
消
防

係
消
防
士

 

三
月
三
十
一
日
付
け

●
退　

職

◇ 

宇
野　

泰
臣（
総
務
部
部
長
）

◇ 

藤
原　

延
興（
企
画
財
政
部
部

長
）

◇ 

藤
原　

洋
文（
教
育
委
員
会
教

育
次
長
）

◇ 

武
本　

修（
熊
山
支
所
支
所

長
）

◇ 

東
本　

剛（
建
設
事
業
部
下
水

道
課
課
長
）

◇ 

皿
井　

輝
雄（
総
務
部
桜
が
丘

出
張
所
所
長
）

◇ 

藤
田　

明
正（
教
育
委
員
会
赤

坂
公
民
館
館
長
）

◇ 

藤
原　

か
づ
江（
赤
坂
支
所
石

相
保
育
園
園
長
）

◇ 

間
野　

明
子（
赤
坂
支
所
笹
岡

保
育
園
園
長
）

◇ 

矢
吹　

勝
子（
企
画
財
政
部
税

務
課
課
長
補
佐
）

◇ 

馬
場　

輝
彦（
市
民
生
活
部
環

境
課
課
長
補
佐
）

◇ 

戸
田　

富
美
子（
赤
坂
支
所
市

民
生
活
課
課
長
補
佐
）

◇ 

是
松　

美
恵
子（
吉
井
支
所
産

業
建
設
課
課
長
補
佐
）

◇ 

内
山　

あ
つ
子（
教
育
委
員
会

熊
山
公
民
館
主
幹
）

◇ 

逢
坂　

薫
子（
吉
井
支
所
市
民

生
活
課
主
幹
）

◇ 
内
田　

詩
津
子（
吉
井
支
所
健

康
福
祉
課
主
幹
）

◇ 

今
田　

恵（
吉
井
支
所
健
康
福

祉
課
保
健
師
）

◇ 

下
山　

藍（
吉
井
支
所
市
民
生

活
課
主
事
補
）

◇ 

近
藤　

弘
子（
教
育
委
員
会
中

央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調

理
員
）

◇ 

小
坂　

ム
ツ
ミ（
教
育
委
員
会

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任

調
理
員
）

◇ 

佐
々
木　

安
子（
赤
坂
支
所
石

相
保
育
園
主
任
調
理
員
）

◇ 

石
井　

敏
枝（
赤
坂
支
所
産
業

建
設
課
技
術
員
）

◇ 

藤
井　

智
子（
教
育
委
員
会
中

央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

◇ 

清
野　

秀
子（
教
育
委
員
会
中

央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

◇ 

小
山　

恵
美
子（
市
立
赤
磐
市

民
病
院
看
護
部
看
護
師
長
補
佐
）

◇ 

花
房　

幸
子（
市
立
赤
磐
市
民

病
院
看
護
部
主
任
看
護
師
）

◇ 

戸
川　

久
美
子（
市
立
赤
磐
市

民
病
院
看
護
部
准
看
護
師
）

◇ 

藤
原　

み
よ
子（
市
立
赤
磐
市

民
病
院
看
護
部
准
看
護
師
）

●
岡
山
県
へ
復
帰

◇ 

今
東　

敬
典（
建
設
事
業
部
都

市
建
設
課
主
幹
兼
建
設
事
業

部
都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

係
長
事
務
取
扱
）

◇ 

川
上　

慎
治（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
主
幹
）

●
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
復
帰

◇ 

安
永　

正
枝（
赤
坂
支
所
健
康

福
祉
課
主
査
）
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5
月

平
成

22年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
5月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う

●
固

定
資

産
税

  …
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
１

期
●

軽
自

動
車

税
  …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

全
期

5月
31日

ま
で

●
乳

児
健

診
受

付
時

間
12:45～

13:15
（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

絵
本

は
と

も
だ

ち
（

5・12・19・26日
も

開
催

）
10:30～（

中
央

公
民

館
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

え
ほ

ん
と

い
っ

し
ょ

（
5月

6・13・20・27日
も

開
催

）
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
英

国
庭

園
ま

つ
り

10:00～
18:00（

～
5日

ま
で

）
●

星
空

講
座

無
料

観
望

会「
土

星
」

19:00～
22:00（

竜
天

天
文

台
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

〔
8・22・29日

も
開

催
〕

11:00～（
赤

坂
図

書
館

）
●

お
は

な
し

か
い

10:30～（
中

央
図

書
館

）
（

8・15・22・29日
も

開
催

）

●
こど

も
の

読
書

週
間

お
は

なし
か

い
14:00～

15:00（
中

央
図

書
館

）
●

た
ん

ぽ
ぽ

の
会（

19日
も

開
催

）
10:00～

11:00
（

赤
坂

公
民

館
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

行
政

相
談

  10:00～
12:00

（
熊

山
支

所
2階

第
1会

議
室

）

●
お

は
な

し
会

11:00～（
吉

井
図

書
館

）

●
交

通
安

全
日

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診
　（

山
陽・吉

井
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

1歳
6カ

月
児

健
診

受
付

時
間

12:45～
13:15

（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

13:00～
16:00

（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

10:00～
12:00（

熊
山

図
書

館
）

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
〔

26日
も

開
催

〕
11:00～

12:00（
赤

坂
図

書
館

）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

消
費

生
活

相
談

1
0
:0

0～
1
6
:0

0
（

本
庁

2
階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
1
歳

6カ
月

児
健

診
受

付
時

間
1
2
:4

5～
1
3
:0

0
（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

3
歳

児
健

診
受

付
時

間
1
3
:0

0～
1
3
:1

5
（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

年
金

相
談

1
0
:0

0～
1
5
:0

0
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

胃
が

ん
検

診（
吉

井
地

域
）

●
育

児
相

談
受

付
時

間
9:45～

10:30
（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
11:00～（

熊
山

図
書

館
）

●
き

ら
り

☆
し

あ
た

ー
:こ

ど
も

版
14:00～

(中
央

図
書

館
)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
㊩

は（
社

）赤
磐

医
師

会
管

内
の

岡
山

市
東

区
瀬

戸
町

地
域

の
休

日
当

番
医

で
す

）  
当

番
医

に
つ

い
て

は
4月

9日
現

在
の

も
の

で
す

。受
診

さ
れ

る
場

合
は

、あ
ら

か
じ

め
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。 〈

注
〉5月

１
6日

の
赤

磐
医

師
会

病
院

の
当

番
日

は
原

則
と

し
て

小
児

科
診

療
の

み
と

な
り

ま
す

  
このページは外してご利用ください。

●
民

話
の

寺
小

屋
14:00～（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

3歳
児

健
診

受
付

時
間

12:45～
13:15

（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

2歳
6カ

月
児

歯
科

健
診

受
付

時
間

12:45～
13:15

（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕・行
政

相
談

13:00～
16:00

（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
行

政
相

談
 13:00～

15:00
（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

10:00～
15:00

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕・行

政
相

談
13:00～

15:00
（

吉
井

会
館

　
農

事
実

習
室

）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

熊
山

支
所

育
児

相
談

　
受

付
時

間
10：00～

11：00
　（

熊
山

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
会

11:00～（
吉

井
図

書
館

）
●

お
は

な
し

た
ま

て
ば

こ
14:00～

15:00
（

く
ま

や
ま

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

）
●

お
笑

い
赤

坂
亭

定
例

寄
席

19:00～
20:00

（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
会

 9:00～
12:00

（
赤

磐
市

消
防

署
東

出
張

所
会

議
室

）
●

消
費

生
活

相
談

 10:00～
16:00

（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽・吉

井
地

域
）

●
交

通
安

全
日

●
乳

児
健

診
受

付
時

間
12:45～

13:15
（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

胃
が

ん
検

診
　（

赤
坂・熊

山
地

域
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
吉

井
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診

　（
熊

山・吉
井

地
域

）

●
胃

が
ん

検
診

　（
赤

坂・熊
山

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
熊

山
地

域
）

●
消

費
生

活
相

談
 10:00～

16:００
（

本
庁

2
階

消
費

生
活

相
談

室
）

5
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
■
施
設
紹
介

ふ
れ

あ
い

公
園

冒
険

の
森・ち

び
っ

こ
広

場
　

遊
具

の
あ

る
ス

ペ
ー

ス
。

　
な

が
ー

い
ロ

ー
ラ

ー
す

べ
り

台
、砂

場
と

す
べ

り
台

、砂
場

の
総

合
遊

具
、ス

プ
リ

ン
グ

遊
具

、コ
ン

ク
リ

ー
トト

ン
ネ

ル
が

あ
り

、芝
生

広
場

と
共

に
自

由
に

無
料

で
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
　

お
天

気
の

い
い

日
に

は
、ぜ

ひ
お

弁
当

を
持

っ
て

お
越

し
く

だ
さ

い
。

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日

★
★

★
★

★
★

屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日
14:00～

16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
18:30～

20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

ま
す

が
電

話
予

約
が

必
要

で
す

。受
講

料
400円

／
再

受
講

料
300円

。日
曜

日
14：00～

、金
曜

日
18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
　

高
校

生
以

上
…

100円
／

中
学

生
以

下
…

50円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
●

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
吉

井
医

院
 ☎

955-5515
㊩

越
宗

医
院

 ☎
957-3035

㊩
うえ

お
か

内
科

医
院

 ☎
952-5665

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
955-8868

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
 ㊩

 岡
山

東
部

脳
神

経
外

科
東

備
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
952-5252

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
 マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
☎

086-229-2611
㊩

米
井

医
院

 ☎
954-0550

㊩
鈴

木
医

院
 ☎

952-0205

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

森
医

院
 ☎

957-2400
㊩

間
阪

内
科

医
院

 ☎
952-1717

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
956-0700

㊩
戸

川
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
957-3057

㊩
 岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

クリニック
 

☎
952-1166

㊩
 あ

か
い

わ
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ック

☎
９５５

-９２５１
㊩

道
満

医
院

 ☎
９５７－２１１１

㊩
吉

井
外

科
医

院
 ☎

９５２
-３３３１

㊡
山
陽
郷
土
資
料
館

㊡
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

㊩
 赤

磐
医

師
会

病
院

(小
児

科
診

療
)

☎
９５５－６６８８

㊩
 さ

く
ら

整
形

ク
リ

ニ
ッ

ク
☎

９９５
-９７２０

㊩
長

島
病

院
 ☎

９５２－１３５５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館

㊩
あまの耳鼻咽喉科医院 ☎９５５-８１９１

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

９５４
-２０３２

㊩
粟

井
内

科
医

院
 ☎

９５３
-０６１７

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
 う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
☎

９５６
-０５０５

㊩
森

医
院

 ☎
９５７

-２４００
㊩

近
藤

内
科

医
院

 ☎９５３-１６１０
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

4/27
4/28

4/29
4/30

1

2
3

4
5

6
7

8

9
10

11
12

13
14

15

16
17

18
19

20
21

22

23
24

25
27

28
29

30
31

26



5
月

平
成

22年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
5月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う

●
固

定
資

産
税

  …
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
１

期
●

軽
自

動
車

税
  …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

全
期

5月
31日

ま
で

●
乳

児
健

診
受

付
時

間
12:45～

13:15
（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

絵
本

は
と

も
だ

ち
（

5・12・19・26日
も

開
催

）
10:30～（

中
央

公
民

館
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

え
ほ

ん
と

い
っ

し
ょ

（
5月

6・13・20・27日
も

開
催

）
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
英

国
庭

園
ま

つ
り

10:00～
18:00（

～
5日

ま
で

）
●

星
空

講
座

無
料

観
望

会「
土

星
」

19:00～
22:00（

竜
天

天
文

台
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

〔
8・22・29日

も
開

催
〕

11:00～（
赤

坂
図

書
館

）
●

お
は

な
し

か
い

10:30～（
中

央
図

書
館

）
（

8・15・22・29日
も

開
催

）

●
こど

も
の

読
書

週
間

お
は

なし
か

い
14:00～

15:00（
中

央
図

書
館

）
●

た
ん

ぽ
ぽ

の
会（

19日
も

開
催

）
10:00～

11:00
（

赤
坂

公
民

館
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

行
政

相
談

  10:00～
12:00

（
熊

山
支

所
2階

第
1会

議
室

）

●
お

は
な

し
会

11:00～（
吉

井
図

書
館

）

●
交

通
安

全
日

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診
　（

山
陽・吉

井
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

1歳
6カ

月
児

健
診

受
付

時
間

12:45～
13:15

（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

13:00～
16:00

（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

10:00～
12:00（

熊
山

図
書

館
）

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
〔

26日
も

開
催

〕
11:00～

12:00（
赤

坂
図

書
館

）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

消
費

生
活

相
談

1
0
:0

0～
1
6
:0

0
（

本
庁

2
階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
1
歳

6カ
月

児
健

診
受

付
時

間
1
2
:4

5～
1
3
:0

0
（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

3
歳

児
健

診
受

付
時

間
1
3
:0

0～
1
3
:1

5
（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

年
金

相
談

1
0
:0

0～
1
5
:0

0
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

胃
が

ん
検

診（
吉

井
地

域
）

●
育

児
相

談
受

付
時

間
9:45～

10:30
（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
11:00～（

熊
山

図
書

館
）

●
き

ら
り

☆
し

あ
た

ー
:こ

ど
も

版
14:00～

(中
央

図
書

館
)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
㊩

は（
社

）赤
磐

医
師

会
管

内
の

岡
山

市
東

区
瀬

戸
町

地
域

の
休

日
当

番
医

で
す

）  
当

番
医

に
つ

い
て

は
4月

9日
現

在
の

も
の

で
す

。受
診

さ
れ

る
場

合
は

、あ
ら

か
じ

め
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。 〈

注
〉5月

１
6日

の
赤

磐
医

師
会

病
院

の
当

番
日

は
原

則
と

し
て

小
児

科
診

療
の

み
と

な
り

ま
す

  
このページは外してご利用ください。

●
民

話
の

寺
小

屋
14:00～（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

3歳
児

健
診

受
付

時
間

12:45～
13:15

（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

2歳
6カ

月
児

歯
科

健
診

受
付

時
間

12:45～
13:15

（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕・行
政

相
談

13:00～
16:00

（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
行

政
相

談
 13:00～

15:00
（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

10:00～
15:00

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕・行

政
相

談
13:00～

15:00
（

吉
井

会
館

　
農

事
実

習
室

）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

熊
山

支
所

育
児

相
談

　
受

付
時

間
10：00～

11：00
　（

熊
山

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
会

11:00～（
吉

井
図

書
館

）
●

お
は

な
し

た
ま

て
ば

こ
14:00～

15:00
（

く
ま

や
ま

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

）
●

お
笑

い
赤

坂
亭

定
例

寄
席

19:00～
20:00

（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
会

 9:00～
12:00

（
赤

磐
市

消
防

署
東

出
張

所
会

議
室

）
●

消
費

生
活

相
談

 10:00～
16:00

（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽・吉

井
地

域
）

●
交

通
安

全
日

●
乳

児
健

診
受

付
時

間
12:45～

13:15
（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

胃
が

ん
検

診
　（

赤
坂・熊

山
地

域
）

●
消

費
生

活
相

談
10:00～

16:00
（

本
庁

2階
消

費
生

活
相

談
室

）
●

胃
が

ん
検

診（
吉

井
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診

　（
熊

山・吉
井

地
域

）

●
胃

が
ん

検
診

　（
赤

坂・熊
山

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
熊

山
地

域
）

●
消

費
生

活
相

談
 10:00～

16:００
（

本
庁

2
階

消
費

生
活

相
談

室
）

5
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
■
施
設
紹
介

ふ
れ

あ
い

公
園

冒
険

の
森・ち

び
っ

こ
広

場
　

遊
具

の
あ

る
ス

ペ
ー

ス
。

　
な

が
ー

い
ロ

ー
ラ

ー
す

べ
り

台
、砂

場
と

す
べ

り
台

、砂
場

の
総

合
遊

具
、ス

プ
リ

ン
グ

遊
具

、コ
ン

ク
リ

ー
トト

ン
ネ

ル
が

あ
り

、芝
生

広
場

と
共

に
自

由
に

無
料

で
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
　

お
天

気
の

い
い

日
に

は
、ぜ

ひ
お

弁
当

を
持

っ
て

お
越

し
く

だ
さ

い
。

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日

★
★

★
★

★
★

屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日
14:00～

16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
18:30～

20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

ま
す

が
電

話
予

約
が

必
要

で
す

。受
講

料
400円

／
再

受
講

料
300円

。日
曜

日
14：00～

、金
曜

日
18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
　

高
校

生
以

上
…

100円
／

中
学

生
以

下
…

50円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
●

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
吉

井
医

院
 ☎

955-5515
㊩

越
宗

医
院

 ☎
957-3035

㊩
うえ

お
か

内
科

医
院

 ☎
952-5665

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
955-8868

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
 ㊩

 岡
山

東
部

脳
神

経
外

科
東

備
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
952-5252

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
 マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
☎

086-229-2611
㊩

米
井

医
院

 ☎
954-0550

㊩
鈴

木
医

院
 ☎

952-0205

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

森
医

院
 ☎

957-2400
㊩

間
阪

内
科

医
院

 ☎
952-1717

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
956-0700

㊩
戸

川
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
957-3057

㊩
 岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

クリニック
 

☎
952-1166

㊩
 あ

か
い

わ
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ック

☎
９５５

-９２５１
㊩

道
満

医
院

 ☎
９５７－２１１１

㊩
吉

井
外

科
医

院
 ☎

９５２
-３３３１

㊡
山
陽
郷
土
資
料
館

㊡
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

㊩
 赤

磐
医

師
会

病
院

(小
児

科
診

療
)

☎
９５５－６６８８

㊩
 さ

く
ら

整
形

ク
リ

ニ
ッ

ク
☎

９９５
-９７２０

㊩
長

島
病

院
 ☎

９５２－１３５５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館

㊩
あまの耳鼻咽喉科医院 ☎９５５-８１９１

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

９５４
-２０３２

㊩
粟

井
内

科
医

院
 ☎

９５３
-０６１７

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
 う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
☎

９５６
-０５０５

㊩
森

医
院

 ☎
９５７

-２４００
㊩

近
藤

内
科

医
院

 ☎９５３-１６１０
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー
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赤磐市産業振興ビジョンを策定
～活力ある産業都市の 創造を目指して～

　
赤
磐
市
で
は
、近
年
の
産
業
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
、地
域
の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
独
自
性
の
あ
る

産
業
振
興
を
展
開
し
て
い

く
た
め
、将
来
に
向
け
た
中

長
期
的
な
産
業
振
興
の
方

向
性
を
明
ら
か
に
示
す
た

め
の
赤
磐
市
産
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

赤
磐
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標『
産
業
振
興
に
よ
る
魅
力

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』に
即
し
て
、活
力
あ
る
産
業
都

市
の
創
造
を
目
指
す
た
め
、お
お
む
ね
二
十
年
後
を
展
望
し
た

産
業
振
興
の
将
来
目
標
を
次
の
よ
う
に
定
め
、赤
磐
市
の
産
業

の
増
進
と
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
り
ま
す
。

◆ 

産
業
振
興
の
将
来
目
標
、　　
　

　

  

基
本
戦
略
と
産
業
振
興
施
策

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、赤
磐
市
の
産
業
振
興
に
関
す
る
将
来
目

標
お
よ
び
そ
の
達
成
の
た
め
の
基
本
戦
略
、施
策
の
方
向
性
と

主
要
推
進
事
項
、重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
具
体
的
に
定
め
、

戦
略
的
な
産
業
振
興
の
展
開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、赤
磐
市
の

産
業
の
増
進
と
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
役
割
を

有
し
ま
す
。

◆ 

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
役
割

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、赤
磐
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、そ
の
基
本

目
標
に
掲
げ
る『
産
業
振
興
に
よ
る
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
』を
推
進
す
る
た
め
の
運
用
指
針（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

◆ 

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
位
置
づ
け

問い合わせ先⃝本庁商工観光課  ☎９５５-６１７５

赤
磐
市
総
合
計
画
（
平
成
二
十
二
年
三
月
改
訂
）

土地利用の制限 土地利用計画 土地利用構想

基
本
目
標

産
業
振
興
に
よ
る
魅
力
と

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

赤
磐
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

産
業
振
興
施
策
の
推
進

[ 赤磐市産業振興ビジョンの概念図 ]
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赤磐市産業振興ビジョンを策定
～活力ある産業都市の 創造を目指して～

赤磐市産業振興ビジョンは、本庁商工観光課 支所産業建設課、市ホームページでご覧いただけます。　

◉
に
ぎ
わ
い
あ
る
商
業
ゾ
ー
ン
の
形
成

◉
農
林
業
を
通
じ
た
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

◉
職
住
近
接
型
土
地
利
用
の
適
正
化

◉
地
域
を
象
徴
す
る
伝
統
産
業
の
継
承

■ 

基
本
戦
略
Ⅰ 

︲ 

❷

市
民
に
親
し
ま
れ
る

地
域
密
着
型
産
業
の
充
実
化

◉
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
地
域
情
報
の
発
信

◉
地
産
地
消
活
動
の
推
進

◉
高
付
加
価
値
商
品
の
販
路
拡
大

◉
新
規
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
支
援

■ 
基
本
戦
略
Ⅱ 

︲ 

❷

情
報
発
信
に
よ
る

赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
ア
ッ
プ

◉
多
彩
な
産
業
人
材
の
育
成
と
能
力
開
発

◉
赤
磐
版
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
推
進

◉
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
創
業
支
援

◉
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成

■ 

基
本
戦
略
Ⅲ 

︲ 

❷

先
導
的
な
産
業
モ
デ
ル
の

発
掘
と
育
成

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
し
て
柔
軟
性

の
あ
る
産
業
構
造
へ
の
転
換
と
良
質
な
生
活

環
境
を
築
く
産
業
振
興
施
策
の
推
進
を
図
り
、

次
世
代
へ
誇
れ
る
持
続
可
能
な
産
業
構
造
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮

し
つ
つ
、人・も
の・情
報
の
交
流
の
促
進
に
よ

り
、市
内
産
業
の
競
争
力
を
高
め
、グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
対
応
し
た
産
業
基
盤
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

　
連
携
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、各
業
種
に
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
効
果
的
に
結
び
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る

と
と
も
に
、地
域
産
業
の
将
来
を
担
っ
た
意
欲

あ
る
起
業
者
や
企
業
体
の
能
動
的
な
取
り
組

み
を
支
援
す
る
な
ど
、時
代
を
リ
ー
ド
す
る
新

産
業
の
開
拓
を
後
押
し
し
ま
す
。

■ 

基
本
戦
略
Ⅰ 
︲ 
❶

地
場
産
業
の
経
営
革
新
に
よ
る

地
域
経
済
活
力
の
向
上

◉
営
農
環
境
の
改
善

◉
農
林
産
物
の
生
産
振
興
と
農
地
の
高
度
利
用

◉
中
小
企
業
支
援
制
度
の
普
及
啓
発

◉
＂御
用
聞
き
＂体
制
の
整
備

■ 

基
本
戦
略
Ⅱ 

︲ 

❶

広
域
交
通
網
を
活
か
し
た

流
通
拠
点
機
能
の
強
化

◉
流
通
を
核
と
し
た
産
業
集
積
化
の
推
進

◉
物
流
関
連
施
設
の
機
能
的
な
整
備

◉
地
域
流
通
サ
イ
ク
ル
の
効
率
化

◉
流
通
需
要
拡
大
を
担
う
企
業
な
ど
の
誘
致

■ 

基
本
戦
略
Ⅲ 

︲ 

❶

新
た
な
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り

◉
農
商
工
一
体
型
企
業
的
経
営
の
導
入

◉
農
林
業
振
興
に
資
す
る
企
業
な
ど
の
誘
致

◉
地
域
資
源
を
つ
な
ぐ
回
遊
観
光
づ
く
り

◉
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

将
来
目
標
Ⅰ

次
世
代
へ
誇
れ
る
持
続
可
能
な

産
業
構
造
の
確
立

将
来
目
標
Ⅱ

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し
た

産
業
基
盤
の
整
備

将
来
目
標
Ⅲ

時
代
を
リ
ー
ド
す
る

新
産
業
の
開
拓
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★講座の受け付けは、各館とも午前 9 時からで、すべて先着順です。
★定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。

★遊びのボランティア養成講座『マジック入門』
簡単なマジックを覚え、家庭や職場、地域で披
露し、皆さんを楽しませてあげましょう。
■日　時／ 6 月 5・12・19・26 日いずれも㈯
　　　　　10:00 ～ 12:00
■講　師／池上　尚見（津山奇術同好会会長・
　　　　　岡山県奇術連合会理事）
■定　員／ 15 人
■参加費／ 500 円（全 4 回分・材料代含む）
■申し込み／ 5 月 7 日㈮～

★シュークリームづくり教室
手軽にできるシュークリームを楽しく作ってみ
ませんか。
■日　時／ 5 月 15 日㈯　9:00 ～ 12:00
■講　師／阿部　千枝子 
■定　員／ 16 人　■対　象／中学生～
■参加費／ 300 円
■申し込み／ 5 月 1 日㈯～

★ドキドキ自然観察
県北に生えている山野草に親しみ、初夏の山歩
きを満喫しよう。
■日　時／ 5 月 25 日㈫　8:30 ～ 17:30
■場　所／真庭郡新庄村旧出雲街道
■講　師／楠原　良三 
■定　員／ 20 人（先着順・1 人 1 申し込みに
　　　　　限ります）
■参加費／ 500 円
■申し込み／ 5 月 11 日㈫～〈電話不可〉

★プランターで野菜を作ってみよう
プランターを使って夏野菜を作ってみよう。
■日　時／ 5 月 22 日㈯・9 月 11 日㈯
　　　　　13:30 ～ 15:00
■講　師／藤原　靖 
■定　員／ 16 人
■参加費／ 500 円［2 回分］

■申し込み／ 5 月 10 日㈪～

★ナイスミディ講座
アロマテラピーをベースに体に優しい生活を始
めてみませんか。ハンドマッサージの講習も行
います。
■日　時
　① 5 月 20 日㈭　10:00 ～ 12:00
　　「バラの化粧水作り」
　　バラの化粧水はどんな肌質にも合います。
　② 6 月 10 日㈭　10:00 ～ 12:00
　　「天然素材で作る歯磨き粉作り」
■定　員／ 15 人　■対　象／一般
■参加費／ 1 回 500 円～（材料代）
■申し込み／ 5 月 7 日㈮～
■その他／どちらか一方だけ参加可

★園芸講座～ガーデニングに関する Q&A ～
バラが咲く時期、英国庭園を散策しながらガー
デニングに関する知識を深めましょう。
■日　時／ 5 月 28 日㈮　10:00 ～ 11:30
■場　所／熊山英国庭園
■講　師／熊山英国庭園ヘッドガーデナー 
　　　　　武本　高三 
■定　員／ 20 人　■対　象／一般
■参加費／無料
■申し込み／ 5 月 7 日㈮～

★ドキドキ講座『自然観察会～渓谷の動植物』
生き物が大好きな子集まれ！観察会参加者にカ
ブトムシ幼虫プレゼント！飼育アドバイスもあ
るよ。夏休みの自由研究の題材に！
■日　時／ 5 月 23 日㈰　9:00 ～ 11:00
　　　　　（雨天中止）
■場　所／大谷渓谷（赤磐市西中）
■定　員／ 30 人　
■参加費／無料
■申し込み／開催日の前日まで
■その他／双眼鏡をお持ちの人は持参してく　
　　　　　ださい。

問 高月公民館（穂崎 848-1 ☎ 086-229-9777）

高月公民館主催講座

問 西山公民館（西中 220-1 ☎ 955-0777）

西山公民館主催講座

問 山陽公民館（山陽 1-10 ☎ 955-9777）

山陽公民館主催講座

問 熊山公民館（松木 623 ☎ 995-1360）

熊山公民館主催講座
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★竜天天文台『少年少女天文教室』
大学天文部のお兄さん、お姉さんと一緒に宇宙
のことを学ぼう
■日　時
　① 5 月 26 日㈬　19:00 ～ 21:00
　　「実習：天体望遠鏡を使ってみよう」
　② 7 月 27 日㈫　19:00 ～ 28 日㈬　9:00
　　「合宿：流れ星を見よう」
　③ 10 月 13 日㈬　19:00 ～ 21:00
　　「星座をさがそう」
　④ 12 月 8 日㈬　19:00 ～ 21:00
　　「12 月 21 日の皆既月食を見よう」
　⑤ 2 月 13 日㈰　10:00 ～ 12:00
　　「昼間の星を見よう」または「太陽観測」
■定　員／ 20 人程度
■対　象／小学 1 ～ 6 年生・中学生・親子 
　　　　　※小学３年生以下は保護者同伴
■参加費／年間 1,000 円（資料代）
■申し込み／５月６日㈭～

★ハッピーライフ講座
人生を楽しく美しく生きるための講座です。皆
さん一緒に学びましょう。
■日　時
　① 5 月 21 日㈮　10:00 ～ 11:00
　　「バラの咲く熊山英国庭園で
　　　ガーデニングや植物について学ぼう」
　　講師：英国庭園ヘッドガーデナー／武本　高三 
　② 6 月 29 日㈫　9:30 ～ 12:00
　　「藍染でオリジナルハンカチを作ろう」
　③ 7 月 2 日㈮ 　10:00 ～ 11:30
　　「民族衣装を着て異国の文化を学ぼう」
　　講師：藤井　美智恵 
　④ 「片付け収納講座」企画中
■定　員／ 20 人
■参加費／ 1,000 円［年間］ （その他材料代　
　　　　　など実費負担）
■申し込み／ 5 月 6 日㈭～

★女性サークル『With』
素敵で輝く女性をめざします♪
■日　時 
　① 5 月 18 日㈫　10:00 ～ 12:00
　　「バラの化粧水作り」

　　バラの化粧水はどんな肌質にも合います
　② 6 月 22 日㈫　10:00 ～ 12:00
　　「アロマオイルでハンドマッサージ」
　③ 11 月 24 日㈬ 〈予定〉10:00 ～ 13:00
　　「天然酵母を使ったピザ作りと温かいスープ作り」
　　講師：はなまるパン／石村　小百合 
　④ 12 月 7 日㈫　10:00 ～ 12:00
　　「バスフィズ作り」
　※①②④の講師は、
　　アロマテラピー楽庵代表／佐野　純子 
■定　員／ 20 人
■参加費／ 1,000 円 （その他材料代など実費
　　　　　負担）
■申し込み／５月６日㈭～

★ヘルシー料理講座
お家でも作ってみてね♪
■日　時
　① 6 月 24 日㈭　10:00 ～ 12:00
　　「米粉を使った料理」
　　講師：管理栄養士／楢崎　玲子 
　② 12 月 2 日㈭　10:00 ～ 14:00
　　「そば打ち体験をしよう」予定
■定　員／ 20 人
■参加費／ 500 円［2 回分］（その他材料代な
　　　　　ど実費負担）
■申し込み／５月６日㈭～

★寿学級
老後を楽しく過ごしていくための講座を提案し
ます。
■日　時
　① 6 月 30 日㈬　10:00 ～ 11:30
　　講演「クスリの本質について」
　② 7 月 8 日㈭ 　10:00 ～ 11:30
　　講演「副作用に関連したクスリとの付き合い方」
　　※①②とも講師は、岡山県薬剤師会
　③ 7 月 28 日㈬　14:00 ～ 15:30
　　講演「岡山弁の魅力堪能」
　　講師：雑誌オセラ編集顧問／青山　融 
　④ 9 月 9 日㈭　予定
　　「リコーダー」コンサート♪
　　出演：リコーダーユニット「笛娘」
■対　象／高齢者および一般
■参加費／ 500 円 （年間）
■申し込み／５月６日㈭～５月 31 日㈪

問 吉井公民館（周匝 136-1 ☎ 954-1379）

吉井公民館主催講座

－その他公民館所在地・連絡先－
　●中央公民館（下市 337 ☎ 955-0069）　●赤坂公民館（町苅田 507 ☎ 957-2211）
　●笹岡公民館（坂辺 9 ☎ 957-2214）
　※電話をおかけの際は番号のお間違いのないようお気をつけください。
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Sports Topics
ス
ポ
ー
ツ

ト
ピ
ッ
ク
ス

二
〇
一
〇
全
日
本

綱
引
選
手
権
大
会
（
東
京
都
）

◦
福
浜
レ
デ
ィ
ー
ス

　
小
泉　
寿
枝
（
山
陽
五
）

第
八
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

　
三
月
二
十
一
日
㈰
、
備
前
射
撃
場
で

赤
磐
市
射
撃
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
射
撃
技
術
の
向
上
、

銃
器
の
安
全
技
術
の
訓
練
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

◦
優　
勝
／
藤
原
輝
雄
（
尾
谷
）

◦
準
優
勝
／
山
本
勝
敏
（
岩
田
）

◦
第
三
位
／
松
田
典
章
（
可
真
下
）

◦
第
四
位
／
逢
坂
勝
治
（
由
津
里
）

◦
第
五
位
／
筒
井
泰
治
（
尾
谷
）

◦
第
六
位
／
福
安
秀
雄
（
桜
が
丘
西
三
）

◦
第
七
位
／
草
薙　
顕
（
東
窪
田
）

◦
第
八
位
／
本
徳
丈
彦
（
沼
田
）

◦
第
九
位
／
白
石　
求
（
可
真
上
）

◦
第
十
位
／
本
並
宜
男
（
山
陽
六
）

山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心

者
も
大
歓
迎
。

【
期
間
・
練
習
日
】

　
四
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日

　
毎
週
日
・
月
・
木
・
土

　
通
常
午
後
（
自
由
参
加
）

【
対　
象
】
赤
磐
市
在
住
在
勤

水
中
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
！

　
昨
年
も
大
好
評

だ
っ
た
水
中
健
康
教

室
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持

増
進
、
水
中
で
の
運
動
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
に
よ
り
、

毎
回
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。
腰
痛

改
善
や
脂
肪
燃
焼
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど

内
容
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
期　
間
】

　
五
月
～
六
月
・
十
月
～
三
月

【
開
催
日
時
】　

　
第
二･

四
木
曜
日

午
後
二
時
十
五
分
～
三
時
四
十
五
分
︵
九
十
分
）

【
場　
所
】　

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル

【
定　
員
】

　
毎
回
先
着
二
十
人
（
た
だ
し
、
内

容
に
よ
り
三
十
人
）

【
受
講
料
】

　
無
料
（
プ
ー
ル
入
場
料
が
必
要
で

す
。
当
日
券
大
人
四
百
円
）

【
受
講
方
法
】　

　
当
日
プ
ー
ル
受
付
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２

  

市
内
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
五
十
九
回
全
国
高
等
学
校

ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
選
手
権
大
会
（
北
海
道
）

◦
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
三
年

　
岩
川
菜
摘
未
（
西
中
）

第
五
回
風
越
カ
ッ
プ
全
日
本
少
年

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
（
長
野
県
）

◦
山
陽
北
小
学
校
六
年

　
ク
ラ
ー
ク
譲
恵
留
（
桜
が
丘
西
九
）

髙
松
宮
記
念
杯
全
日
本
実
業
団
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
長
崎
県
）

◦
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ

　
杉
本
智
広
（
山
陽
三
）

【
会　
費
】

　
継
続
／
四
千
円

　
新
規
／
四
千
五
百
円

【
場　
所
】

　
山
陽
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
受　
付
】
練
習
日
に
コ
ー
ト
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
事
務
局 

田
中

　
昼
／
☎（
９
５
５
）２
３
９
５

　
夜
／
☎（
９
５
５
）０
０
６
６

第
六
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
日　
時
】
五
月
三
十
日
㈰

　
午
前
九
時
受
付

　
九
時
三
十
分
試
合
開
始

【
場　
所
】
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

【
種
目
お
よ
び
ク
ラ
ス
】

　
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

　
男
子
Ａ
級
、
男
子
Ｂ
級

　
女
子
Ａ
級
、
女
子
Ｂ
級

　
男
女
子
Ｃ
級

　
男
女
子
Ｄ
級
（
初
心
者
）

※
過
去
の
出
場
で
一
位
の
ペ
ア
は
、

上
位
ク
ラ
ス
へ
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

く
だ
さ
い

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
オ
ー
プ

ン
形
式
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
大
会
形
式
】

　
①
小
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
予
選
リ
ー

グ
戦
②
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位
ペ
ア
に

よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い

順
位
を
決
定
し
ま
す
。

【
参
加
費
】

①
赤
磐
市
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録

チ
ー
ム
／
一
人
五
百
円

②
赤
磐
市
在
住
在
勤
／
一
人
五
百
円

③
赤
磐
市
外
在
住
在
勤
／
一
人
千
五

百
円

※
①
～
③
の
中
学
生
以
下
は
半
額
と

す
る

【
申
込
締
め
切
り
日
】

　
五
月
十
四
日
㈮　
午
後
五
時

【
そ
の
他
】

　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
男
子
ダ
ブ
ル
ス

に
含
め
る
。
た
だ
し
、
男
女
子
Ｃ
・

Ｄ
級
は
混
合
ダ
ブ
ル
ス
可
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

◦
赤
磐
市
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会　
福
田

　
☎
／
FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
！

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。
楽
し

く
明
る
い
職
場
で
す
。
一
緒
に
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
！

　
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
め
切
り
日
】

　
五
月
十
八
日
㈫

【
応
募
資
格
】

　
元
気
で
明
る
い
人（
高
校
生
は
不
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２

ビ
ー
ト
板
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す

　
四
月
か
ら
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋

内
プ
ー
ル
で
ビ
ー
ト
板
の
無
料
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
出
場〈
敬
称
略
〉

大
会
結
果

お
知
ら
せ

募
　
集
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水
中
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
！

　
昨
年
も
大
好
評

だ
っ
た
水
中
健
康
教

室
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持

増
進
、
水
中
で
の
運
動
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
に
よ
り
、

毎
回
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。
腰
痛

改
善
や
脂
肪
燃
焼
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど

内
容
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
期　
間
】

　
五
月
～
六
月
・
十
月
～
三
月

【
開
催
日
時
】　

　
第
二･

四
木
曜
日

午
後
二
時
十
五
分
～
三
時
四
十
五
分
︵
九
十
分
）

【
場　
所
】　

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル

【
定　
員
】

　
毎
回
先
着
二
十
人
（
た
だ
し
、
内

容
に
よ
り
三
十
人
）

【
受
講
料
】

　
無
料
（
プ
ー
ル
入
場
料
が
必
要
で

す
。
当
日
券
大
人
四
百
円
）

【
受
講
方
法
】　

　
当
日
プ
ー
ル
受
付
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２

  

市
内
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園（
総
合
体
育
館
）

午
前
九
時
～
午
後
九
時

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園（
屋
内
プ
ー
ル
）

午
前
十
時
～
正
午

午
後
二
時
～
四
時

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
）

午
前
九
時
～
午
後
九
時

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園（
多
目
的
広
場
）

午
前
九
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
六
時
三
十
分

桜
が
丘
野
球
場

午
前
八
時
～
午
後
九
時

桜
が
丘
運
動
場

午
前
八
時
～
午
後
七
時

桜
が
丘
テ
ニ
ス
場

西
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

午
前
八
時
～
午
後
七
時

赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
多
目
的
広
場

午
前
七
時
～
午
後
九
時

赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
午
前
八
時
～
午
後
七
時

赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

午
前
八
時
～
午
後
九
時

熊
山
運
動
公
園
野
球
場

午
前
八
時
～
午
後
七
時

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

午
前
九
時
～
午
後
九
時

熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

熊
山
武
道
館

午
前
八
時
～
午
後
九
時

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
体
育
館
）
午
前
九
時
～
午
後
九
時

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

                           （
屋
内
プ
ー
ル
）

午
前
十
時
～
正
午

午
後
二
時
～
四
時

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

吉
井
グ
ラ
ウ
ン
ド

午
前
八
時
～
午
後
九
時

草
生
多
目
的
広
場

午
前
八
時
～
午
後
七
時

草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

午
前
九
時
～
午
後
九
時

仁
堀
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

午
前
九
時
～
午
後
九
時

仁
堀
中
多
目
的
広
場

午
前
八
時
～
午
後
七
時

吉
井
武
道
館

午
前
九
時
～
午
後
九
時

各
公
民
館
※

午
前
九
時
～
午
後
九
時

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
※

正
午
～
午
後
八
時

実行委員会では、まだまだ準備を拡大しています。開催直前のチラシや市ホームページで、集計本部の
連絡先や報告方法などを確認してください。

※水曜休館の公民館・いきいき交流センターは午後８時までの臨時開館です。
○基本の会場使用料のみ無料で、貸出物品などは有料です。
○年間利用券などの当日分払い戻しはしません。
○初心者講習受講者・会員登録者のみなどの制限は通常どおりです。

みんなで元気　赤磐市

5月26日㈬は、15分以上の運動をして、みんなで健康への一歩を踏み出そう！

  

市
内
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

○
開
始
宣
言
＆
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
午
前
八
時
～
八
時
二
十
分

　
本
庁
玄
関
前
駐
車
場
・
各
支
所
玄
関
前

○
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
市
内
巡
回

　
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
午
前
十
時
～
午
後
八
時

　
吉
井
武
道
館 

～ 

赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー 

～ 

熊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

～ 

桜
が
丘

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

～ 

山
陽
ふ
れ

あ
い
公
園

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
遊
ぼ

　
（
ラ
ン
キ
ン
グ
に
挑
戦
）

　
午
後
六
時
～
八
時

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

○
終
了
宣
言

  

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ
と  

を
、
み
ん
な
の
話
題
に
し
よ
う

②
地
域
や
職
場
な
ど
で
、
ど
ん
な
運
動
の

機
会
が
あ
る
か
知
ろ
う

③
五
月
二
十
三
日(

日)

の
新
聞
折
り
込
み

チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

直
前
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

④
五
月
二
十
六
日(

水)

は
み
ん
な
で
十
五

分
以
上
の
運
動
を
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
に
参
加
し
よ
う

⑤
集
計
本
部
に
参
加
し
た
こ
と
を
報
告
し

よ
う
（
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

ら
会
場
の
受
付
へ
）

⑥
せ
っ
か
く
行
っ
た
運
動
で
す
。
無
理
せ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
よ
う

チャレンジデーに参加するために下記の体育施設、公民館などを使用する場合、使用料が無料になります。
合言葉は「チャレンジデーに参加します」。詳しくは各施設の使用予約の際にご確認ください。
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情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。

◎電話番号一覧
〔本庁代表〕 ☎９５５-１１１１
◦税務課市民税係
　☎９５５-０９５１
◦市民課国保年金係
　☎９５５-１１１３
◦市民課人権・男女共同参画係
　☎９５５-１１１４
◦協働推進室
　☎９５５-４７８３
◦健康増進課
　☎９５５-1117
◦社会福祉課
　☎９５５-１１１５
◦水道課工務係
　☎９５５-2744
◦下水道課管理係
　☎９５５-2942

〔赤坂支所代表〕 ☎９５７-２２２２
◦市民生活課
　☎９５７-４８２１
◦健康福祉課
　☎９５７-４８２２

〔熊山支所代表〕 ☎９９５-１２１１
◦市民生活課
　☎９９５-１２１４
◦健康福祉課
　☎９９５-１２９３
◦産業建設課
　☎９９５-１２１７

〔吉井支所代表〕 ☎９５４-１１１１
◦市民生活課
　☎９５４-１１８３
◦健康福祉課
　☎９５４-１３７４

〔教育委員会〕
◦吉井公民館
　☎９５４-１３７９

〔消防本部代表〕 ☎９５５-２２４４
◦警防課救急係
　☎９５５-２２５４

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
助
成
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人
が
対
象
で

す
。

　
助
成
対
象
者
は
昨
年
度
と
同

じ
で
す
。
接
種
後
に
①
予
防
接

種
済
証
②
領
収
証
③
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の
④
印
鑑
を
持
っ

て
払
い
戻
し
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
助
成
券
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

不
妊
治
療
助
成
事
業
の

お
知
ら
せ

　
不
妊
症
の
た
め
、
子
ど
も
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
夫
婦
に

対
し
、
不
妊
治
療
の
う
ち
治
療

費
が
高
額
で
あ
る
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
（
特
定
不
妊
治
療
）

に
つ
い
て
、
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
県
の
助
成

制
度
に
上
乗
せ
し
て
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
四
月
受
診
分
か
ら
該

当
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

　
岡
山
県
不
妊
治
療
支
援
事
業

の
助
成
が
決
定
さ
れ
た
人
で
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

◦
申
請
日
に
、
市
に
一
年
以
上

住
所
を
有
す
る
夫
婦
で
あ
る

こ
と
。

◦
申
請
日
に
対
象
者
お
よ
び
世
帯

員
に
市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

助
成
内
容

◦
助
成
金
の
額
…
医
療
保
険
適

用
外
医
療
費
の
二
分
の
一
以

内
で
、
一
回
当
た
り
十
万
円

が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

◦
助
成
回
数
…
一
年
度
当
た
り

二
回
を
限
度
と
し
、
ほ
か
の

自
治
体
で
助
成
さ
れ
た
も
の

を
通
じ
て
通
算
五
カ
年
度
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
窓
口

に
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
や
ご

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
！

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
」
が
今
年
も
五
月
を
中
心
と

し
て
、全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
地
震
や

台
風
、
水
害
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
救
援
や
救
護
活
動
を
は

じ
め
、
医
療
、
献
血
、
看
護
師

養
成
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
皆
さ
ん
か

ら
の
社
資
や
寄
付
金
の
ほ
か
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
た

た
か
い
奉
仕
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
に
町
内
会
の
役
員
の
人
が
訪

問
し
ま
し
た
ら
、
社
員
加
入
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険

◇
職
場
を
退
職
し
た
と
き

　
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
を
選
び
ま

す
。

①
今
ま
で
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
す
る
。

②
家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
に
な
る
。

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

場
合
は
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
、
印
鑑
な
ど
が
必
要

で
す
。

　
加
入
さ
れ
る
人
に
よ
り
必
要

な
書
類
が
違
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
就
職
し
た
と
き

　
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
り
、
そ
の
被
扶
養

者
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
届
け

出
が
必
要
で
す
。

健
康
福
祉

国
保
・
年
金
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日　　時 相談内容 場　　所 問い合わせ先

5月6日㈭、10日㈪、13日㈭、
17日㈪、20日㈭、24日㈪、
27日㈭、31日㈪
午前10時～午後4時

【消費生活】 本庁2階
消費生活相談室 本庁協働推進室

5月7日㈮
午前10時～正午 【行政】 熊山支所2階

第1会議室
熊山支所
市民生活課

5月12日㈬
午後1時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

5月19日㈬
午後1時～4時

【なやみごと（人権）】
【行政】

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

【なやみごと（人権）】
本庁市民課
人権・男女共同参画係

【行政】
本庁協働推進室

5月19日㈬
午後1時～３時 【行政】 赤坂健康管理

センター
赤坂支所
市民生活課

5月19日㈬
午前10時～午後３時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士 吉井会館

農事実習室
吉井支所
市民生活課5月19日㈬

午後1時～３時
【なやみごと（人権）】
【行政】

6月1日㈫
午前10時～午後３時

【なやみごと（人権）】
【行政】

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

【なやみごと（人権）】
本庁市民課
人権・男女共同参画係

【行政】
本庁協働推進室

6月1日㈫
午前10時～午後３時 【なやみごと（人権）】 赤坂健康管理

センター
赤坂支所
市民生活課

6月1日㈫
午前10時～正午 【なやみごと（人権）】 熊山支所2階

第1会議室
熊山支所
市民生活課

6月1日㈫
午前10時～午後３時 【なやみごと（人権）】 吉井会館

農事実習室
吉井支所
市民生活課

6月4日㈮
午後1時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

6月4日㈮
午前10時～正午

【なやみごと（人権）】
【行政】

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所
市民生活課

随時（土・日・祝日は除く）
【多重債務相談】
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士によ
る電話相談として受け付けを行っています。

本庁市民課
人権・男女共同参画係

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

相

談

※
届
け
出
に
は
、
職
場
の
健
康

保
険
証
、国
民
健
康
保
険
証
、

印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
日

以
降
に
国
民
健
康
保
険
証
を
使

用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た

場
合
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

年
金
相
談

日　
時　
五
月
十
三
日
㈭

　
午
前
十
時
～
正
午

　
午
後
一
時
～
三
時

場　
所

　
産
業
会
館
ふ
る
さ
と
交
流
室

相
談
員

　
岡
山
東
年
金
事
務
所

　
年
金
専
門
官

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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山
陽
東
小
学
校
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
？

　
一
人
一
人
が
持
つ
知
識
や
経

験
・
得
意
技
能
な
ど
を
生
か
し
て
、

学
校
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

地
域
の
人
々
の
こ
と
で
す
。

　
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
、「
で

き
る
ひ
と
が
、で
き
る
と
き
に
、

で
き
る
こ
と
を
」
支
援
し
て
い

た
だ
き
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
む
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
資
格
や
免
許
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

支
援
内
容
や
登
録
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

支
援
内
容

◦
夏
休
み
算
数
教
室
（
四
～
六

年
生
に
算
数
の
課
題
や
そ
れ

に
関
す
る
指
導
と
お
手
伝

い
）

◦
環
境
整
備
や
校
内
の
簡
単
な

修
理
営
繕
（
校
地
の
草
刈
り

や
庭
木
の
せ
ん
定
・
遊
具
な

ど
の
ペ
ン
キ
塗
り
）

◦
昔
遊
び
（
お
手
玉
／
お
は
じ

き
／
こ
ま
回
し
／
竹
と
ん
ぼ

／
あ
や
と
り
／
竹
馬
な
ど
）

◦
桜
が
丘
東
地
区
の
登
下
校
の

安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
と

見
守
り
な
ど

募
集
期
間

　
五
月
十
日
㈪
ま
で
（
以
後
随

時
募
集
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
山
陽
東
小
学
校

　
（
担
当
／
教
頭
）

☎（
９
５
５
）１
９
１
１

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　
大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　
五
月
二
十
三
日
㈰

　
午
前
九
時
～
正
午

場
　
所

　
消
防
署
東
出
張
所
会
議
室

受
講
人
数　
十
人
程
度

申
込
期
限　
五
月
十
五
日
㈯

参
加
費
用　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

無
事
故
・
無
違
反

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
日
募
集

　
一
チ
ー
ム
十
人
で
交
通
安
全

無
事
故
無
違
反
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

募
集
期
間

　
五
月
一
日
㈯
～
六
月
四
日
㈮

参
加
料　
一
チ
ー
ム
一
万
円　

　
（
千
円
×
十
人
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
警
察
署
交
通
課

　
☎（
９
５
２
）０
１
１
０

　
（
申
込
書
は
赤
磐
警
察
署
・

本
庁
協
働
推
進
室
・
各
支
所

市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
）

平
成
二
十
二
年
度

軽
自
動
車
税
減
免
申
請

　
身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る

人
が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生

業
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の

等
級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
自
動

車
税
を
減
免
さ
れ
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
該
当
者
は
、
納
税
通
知
書
到

着
後
、
次
の
と
お
り
本
庁
税
務

課
・
各
支
所
市
民
生
活
課
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

減
免
対
象
者

◦
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
い
る
人
（
等
級

に
よ
っ
て
は
該
当
に
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◦
身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
人
で
軽
自
動

車
を
常
時
介
護
に
使
用
し
て

い
る
人
（
た
だ
し
、
車
の
所

有
者
は
原
則
身
体
障
害
者
な

ど
本
人
）

申
請
期
限　
五
月
二
十
四
日
㈪

申
請
に
必
要
な
も
の

◦
平
成
二
十
二
年
度
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書

◦
印
鑑

◦
運
転
免
許
証

◦
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な

ど
◦
車
検
証
（
車
検
が
あ
る
車
）

　
そ
の
ほ
か
ご
不
明
な
点
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

自
動
車
税
は

五
月
三
十
一
日
㈪
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

　
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
五

月
三
十
一
日
㈪
で
す
。
納
付
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
領
収
書
に
つ
い
て
い

る
納
税
証
明
書
は
、
車
検
を
受

け
る
際
に
必
要
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現

在
の
名
義
人
に
一
年
分
課
税
さ

れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
岡
山
運
輸
支
局
で
車
検
証

の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ

ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
）。

募

集

税

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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未
公
開
株
購
入
の
誘
い

●
相
談
内
容

　

あ
る
事
業
会
社
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
が
届
き
、
開
封
し
た
と
こ
ろ
、
近
々
、

自
社
の
株
式
を
上
場
す
る
の
で
、
一
株
五

十
万
円
で
購
入
し
な
い
か
と
い
う
内
容
で

し
た
。
興
味
が
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
ま
し
た
。

　

数
日
後
、
株
の
売
買
を
仲
介
し
て
い
る

と
い
う
金
融
会
社
か
ら
そ
の
事
業
会
社
の

株
を
持
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
優
れ
た
技
術
を

持
っ
て
お
り
、
上
場
し
た
ら
か
な
り
の
高

値
に
な
る
の
で
、
一
株
八
十
万
円
で
買
い

取
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
簡
単
に
儲
け
ら
れ
る
と
思
い
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
っ
て
き
た
会
社
に

電
話
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
人
気
が
あ
り
残

り
は
あ
と
わ
ず
か
な
の
で
、
直
ぐ
に
購
入

代
金
を
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
信
用
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
か
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

　

最
近
、
未
公
開
株
に
関
す
る
相
談
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
も
「
上
場
間

近
で
必
ず
儲
か
る
と
勧
誘
さ
れ
た
が
、
信

ス

消
費
の
ア
ド
バ
イ

■問い合わせ先／◦本 庁 協 働 推 進 室
　　　　　　　　◦岡山県消費生活センター ☎０８６-２２６-０９９９

用
で
き
る
か
」「
未
公
開

株
を
購
入
し
た
が
、
い

つ
ま
で
待
っ
て
も
上
場
さ
れ
な
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

未
公
開
株
と
は
、
証
券
取
引
所
な
ど
の

株
式
市
場
に
上
場
さ
れ
て
い
な
い
株
の
こ

と
で
す
。
上
場
さ
れ
た
場
合
、
初
値
が
購

入
価
格
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
も
あ
り
、

投
資
家
の
間
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
未
公
開
株
は
多
く
の
場
合
譲
渡

制
限
が
あ
り
、
発
行
会
社
の
承
認
が
な
け

れ
ば
株
主
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
無
登
録
の
悪
質
な
業
者
は
、
上

場
の
予
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上

場
す
れ
ば
確
実
に
儲
か
る
な
ど
の
甘
い
言

葉
で
購
入
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
行
会
社
自
体
が
架
空
だ
っ
た

り
、
発
行
会
社
と
ほ
か
の
第
三
者
が
共
謀

し
て
詐
欺
的
な
勧
誘
を
行
っ
た
り
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
電
話
な
ど
で
未
公

開
株
の
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、
十
分
に

注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
「
あ
な
た
だ
け

に
」「
絶
対
に
も
う
か
る
」
な
ど
の
う
ま

い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
取
引
す
る
こ
と
は

危
険
で
す
。
内
容
を
よ
く
理
解
で
き
な
い

と
き
や
、
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◦
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合

◦
新
車
購
入
時
に
下
取
り
車
と

し
て
出
し
た
場
合

◦
住
所
を
変
更
し
た
場
合

◦
廃
車
し
た
場
合

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　
☎
０
８
６(

２
７
３)

９
２
９
５

◦
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　

☎
０
８
６(

２
３
３)

９
８
１
１

　
　
～
９
８
１
４・９
８
０
８

住
民
税
の
前
納
報
奨
金
を

廃
止
し
ま
す
！

　
市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
普

通
徴
収
に
つ
い
て
は
、
第
一
期

の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
一

括
納
付
し
た
場
合
、
前
納
報
奨

金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
納
付
方
法
が
給
与

か
ら
の
特
別
徴
収
（
毎
月
の
給

与
か
ら
の
天
引
き
）
の
人
は
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
一
年
度

に
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
（
二
カ
月
ご
と
に
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
が
導

入
さ
れ
て
、
こ
の
制
度
を
利
用

で
き
な
い
人
が
増
え
、
納
税
の

公
平
性
と
い
う
面
で
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
、
岡
山
県
下
で
も
ほ
と

ん
ど
の
市
町
村
が
住
民
税
の
前

納
報
奨
金
を
廃
止
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
、

赤
磐
市
で
も
住
民
税
の
報
奨
金

制
度
を
廃
止
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
住
民
税
の
納
付
に
口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

で
、報
奨
金
の
廃
止
に
伴
い「
全

期
前
納
」
か
ら
「
各
期
払
い
」

へ
納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
お
手
数
で
す
が
金

融
機
関
に
口
座
振
替
の
変
更
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
報
奨
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
る

の
は
住
民
税
の
み
で
す
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
報
奨
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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押し入れの望遠鏡を再び使ってみよう
ずっと前に「天体望遠鏡」を買ったけれどよく見えなかった、壊れているようだけど、安くない買い物だったので使えないものか、
などとお悩みの人にご案内です。夜には環のある惑星、土星が夜空に昇っています。ぜひご自分の望遠鏡でのぞいてみませんか？
日　　時　5月22日（土）午後4～6時、雨天決行（屋内で実施）
会　　場　竜天天文台
対　　象　天体望遠鏡をお持ちの人（小学生以下は保護者同伴）。双眼鏡不可。
持 ち 物　天体望遠鏡（1組1台まで）と付属品など一式、メモできるもの（カメラ可）、防寒具。観望会参加者は弁当など（ロビー飲食可）
備　　考　晴天時はそのまま午後7時からの観望会参加も可。ただし別途通常参加料金（高校生以上200円、小中生100円、乳幼
　　　　　児無料）が必要となります。観望会中の手ほどきはありません。

400㍉望遠鏡を使って天体写真を撮ろう
3月に初めて実施し好評だった企画の第二弾です。
竜天天文台最大の400㍉望遠鏡を使って本格的に天体写真を撮りませんか。予定日・予備日とも月が（条件がよければ土星も）撮
影できます。手順は職員がご案内しますので初めての人もぜひどうぞ。デジカメは古くても結構ですので使い慣れたものを持参し
てください。
日　　時　5月16日（日）午後6時～9時　※荒天時は5月23日（日）午後6時～9時。この日も荒天なら中止。
場　　所　竜天天文台
対　　象　一般
募集人数　7組程度 ( カメラの数として7台程度 )

募集期間　5月6日～先着順
参  加 費　無料
持 ち 物　使い慣れた（一眼レフ）デジカメ一式、防寒具、ペンライト

問い合わせ・申し込み先●吉井公民館

募集人数　5組（1組1台）
募集期間　5月6日（木）～先着順
参 加 費　無料

5月12日から18日は
「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」です
●5月12日は「民生委員・児童委員」の日
　民生委員・児童委員の活動を皆さんに知ってもらうために昭和52（1977）年に、毎年5月12日を「民生委員・児童委員の日」
とすることを定めました。これは、大正6（1917）年5月12日に全国で初めて岡山県済世顧問制度設置規定が公布されたことに
由来するものです。

●民生委員児童委員はいつもそばにいます
　赤磐市には担当区域をもつ「民生委員児童委員」が113人、主に児童福祉に関することを担当
する「主任児童委員」が9人います。困ったときは、お気軽にご相談ください。
　ぜひこの機会に自分が住んでいる地区の民生委員が誰であるかを確認してみてください。

問い合わせ先
本庁社会福祉課・
　　　各支所健康福祉課

相談・支援

犯罪・被害・虐待の防止

子育て支援

お
知
ら
せ

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と

下
水
道
排
水
設
備
工
事
店
の

指
定
申
請

　
給
水
装
置
工
事
や
排
水
設
備

工
事
を
行
う
事
業
者
と
し
て
、

市
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

事
業
者
の
指
定
申
請
（
水
道
は

新
規
、
下
水
道
は
新
規
・
更

新
）
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

ま
す
。

受
付
期
間

　
六
月
一
日
㈫
～
六
月
三
十
日

㈬
（
平
日
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
三
十
分
）

申
請
受
付
場
所

《
給
水
装
置
工
事
》

◦
本
庁
水
道
課
工
務
係

《
下
水
道
排
水
設
備
工
事
》

◦
本
庁
下
水
道
課
管
理
係

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（0）

0
（2）

0
（0）

1
（1）

1
（3）

8
（24）

33
（117）

13
（33）

10
（27）

64
（201）

東出
張所

0
（1）

0
（0）

0
（1）

0
（1）

0
（3）

1
（8）

11
（35）

4
（8）

3
（11）

19
（62）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

0
（1）

1
（4）

17
（35）

4
（12）

2
（6）

24
（57）

計 0
（1）

0
（2）

0
（1）

1
（3）

1
（7）

10
（36）

61
（187）

21
（53）

15
（44）

107
（320）

■平成22年赤磐市火災・救急発生状況（3月）

※（　）は平成22年の累計

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

22年3月中 104 39 0 3 38 65 
21年3月中 99 32 0 5 34 67 
増          減 5 7 0 −2 4 −2 
22年3月末 237 80 0 5 108 157 
21年3月末 247 70 0 10 77 177 
増          減 −10 10 0 −5 31 −20 

■平成22年赤磐市交通事故発生状況（3月）

開園10周年記念　初夏のイベント　英国庭園まつり2010
日時　5月1日（土）～5日（水）午前10時～午後6時
場所　熊山英国庭園（入園無料）赤磐市殿谷170-1
内容　英国庭園産の花苗販売
　　　体験工房
　　　ミニコンサート
　　　日本画、写真展など
　　　そのほか10周年の感謝祭として、
　　　多彩な催しを企画しています。
開園時間　午前9時～午後6時
駐車場　80台

問い合わせ先
○熊山支所産業建設課　
○熊山英国庭園事務所 ☎995-9300

　
大
雨
な
ど
の
気
象
情
報
を

　
市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

　
気
象
庁
で
は
、
五
月
二
十
七

日
（
予
定
）
か
ら
、
全
て
の
気

象
警
報
・
注
意
報
を
市
町
村
を

対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
赤
磐
市
に
災
害

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
は
赤
磐
市
を
含
む 

「
岡
山
県
」、「
南
部
」
あ
る
い

は
「
東
備
地
域
」
に
対
し
て
警

報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま

し
た
が
、
五
月
二
十
七
日
（
予

定
）
か
ら
は
、「
赤
磐
市
」
を

明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報

が
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
画
面

に
表
示
で
き
る
文
字
数
や
読
み

上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で

伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
地
域
名
で
放

送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・

注
意
報
の
詳
し
い
内
容
は
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通

省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の

携
帯
電
話
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
☎
０
８
６（
２
２
３
）１
３
３
４

◦
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/

◦
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
携
帯
電
話
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/
saigai/b

o
saijo

ho
/

i-index.htm
l

和
気
鵜
飼
谷
温
泉

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
設
備
機
械
点
検
の
た
め
、
次

の
日
は
休
館
し
ま
す
。

休
館
日　
五
月
二
十
六
日
㈬
～

二
十
七
日
㈭

　
な
お
休
館
に
伴
い
管
内
無
料

送
迎
バ
ス
も
運
休
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）９
０
０
１

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課  ☎955-4770

　

お
や
じ
た
ち
の
青
春
で
あ
る
「
山
陽
テ
ケ
テ
ケ
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
懐
か
し
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
か

ら
寺
内
タ
ケ
シ
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
般
の
人
の
参
加
も
募
集
中
で
す
。
参
加
は
先
着

順
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
五
月
二
日
㈰　

午
後
一
時
～
六
時

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館 

大
集
会
室

【
入
場
料
】
無
料

【
主
　
催
】
山
陽
音
響
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
犬
飼　

俊
夫 

☎
０
９
０
（
６
８
４
０
）
５
５
６
４

お
や
じ
た
ち
の
青
春
！
山
陽
テ
ケ
テ
ケ
大
会

【
日
　
時
】
五
月
五
日
㈬　

午
前
九
時
～

【
場
　
所
】
赤
磐
市
五
日
市
（
看
板
あ
り
）

【
参
加
費
】
一
世
帯
三
百
円

【
内
　
容
】

⃝
さ
つ
ま
い
も
苗
植
え

⃝
種
ま
き
（
と
う
も
ろ
こ
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ひ
ま
わ
り
）

⃝
お
楽
し
み
タ
イ
ム

⃝
や
ぎ
と
遊
べ
る
よ
な
ど

【
主
　
催
】
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾
一
期
生
有
志

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

⃝
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
９
５
５
）
５
０
３
１ 

国
正

三
世
代
交
流
野
菜
づ
く
り

　

吉
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
月
十
九
日
㈬
、
午
前
九
時

か
ら
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ご
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
保
護
者
（
赤
磐
市
居
住
者
）
と
、
そ

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
人
形
劇
や

ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
吉
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
９
５
４
）
０
７
２
１

吉
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

三
月
十
四
日
㈰
、
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

桜
が
丘
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
募
集
し
た
団
地
内
の
道
路
の
愛
称

の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
募
集
は
、
昨
年
十
月
か
ら
今
年
一
月
に
か
け

て
「
桜
が
丘
の
道
に
愛
称
を
！
」
と
題
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
八
十
六
人
の
応
募
が
あ
り
、
選
定
委
員
会
で
厳
正
な

る
審
査
の
上
選
び
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
井
上
市
長
ほ
か
多
数
の
来
賓
の
ご
出
席
の

も
と
盛
大
に
行
わ
れ
、
二
十
人
の
入
選
者
に
は
名
付
け
親

証
明
書
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
が
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
続
け
る
よ
う
に
、
そ
の
普
及
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

楽
し
く
暮
ら
し
て
愛
着
を
持
て
る
桜
が
丘
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

桜
が
丘
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
／
吉
永
隼
人

道
路
の
愛
称
決
定
！

至和気町

至岡山市

広報あかいわ（平成22年5月号）32



▲「みんなで集めたキャップを役立てて！」

▲スピードと正確さを競い操作開始！（小型動力ポンプの部）

▲火点に向かい第１線延長！（自動車ポンプの部）

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

第
五
回
赤
磐
市
消
防
団　
　

消
防
操
法
訓
練
大
会　

　

第
五
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大
会
が

三
月
二
十
一日（
日
）、赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
、赤
磐
市
消
防
団

四
方
面
隊（
山
陽・赤
坂・熊
山・吉
井
）の
精

鋭
二
十
一チ
ー
ム
が
消
防
技
術
と
ス
ピ
ー
ド

を
競
い
ま
し
た
。

　

各
方
面
隊
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

四
チ
ー
ム
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
十
七

チ
ー
ム
が
出
場
し
、日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　

な
お
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

た
吉
井
方
面
隊
第
一
分
団
第
三
部（
福
田
）

は
、五
月
十
六
日
、岡
山
県
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
る
第
五
十
七
回
岡
山
県
消
防
操
法

訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

当
日
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　
　

山
陽
方
面
隊

　

準
優
勝　
　

熊
山
方
面
隊

　

第
三
位　
　

吉
井
方
面
隊

　

最
優
秀
番
員

　
　
指
揮
者　

樫
本　
　
純（
山
陽
方
面
隊
）

　
　
一
番
員　

藤
田　

啓
二（
山
陽
方
面
隊
）

　
　

二
番
員　

伊
藤　

誠
二（
山
陽
方
面
隊
）

　
　

三
番
員　

加
藤　

智
史（
山
陽
方
面
隊
）

　
　
四
番
員　

成
田　

和
優（
山
陽
方
面
隊
）

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

  

吉
井
方
面
隊

　
　
　
　
　

    

第
一分
団

　
　
　
　
　
　

    

第
三
部

　

準
優
勝　
　

吉
井
方
面
隊

　
　
　
　
　
　

 

第
二
分
団

　
　

 　
　
　
　
　

第
三
部　

　

第
三
位　
　

赤
坂
方
面
隊

　
　
　
　
　
　

 

第
三
分
団

　
　
　
　
　
　
　

 

第一部

　

最
優
秀
番
員

　
　
指
揮
者　

中
原　

哲
哉（
吉
井
方
面
隊
）

　
　

一
番
員　

井
上　

雅
晶（
吉
井
方
面
隊
）

　
　

二
番
員　

荒
島　

英
次（
吉
井
方
面
隊
）

　
　

三
番
員　

西
田　

素
康（
熊
山
方
面
隊
）

子
ど
も
た
ち
を
救
う
た
め
に

　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ッ
プ
回
収

桜
が
丘
小
学
校
の
児
童

　

三
月
十
日（
水
）、発
展
途
上
国
の
子
ど
も
の
た
め
の
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
購
入
に
充
て
て
も
ら
お
う
と
、桜
が
丘
小

学
校
の
児
童
が
集
め
た
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャッ
プ
約
一
万

五
千
個
を
近
く
の
医
院
に
送
り
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
の
保
護
者
が
近
く
の
医
院
が
キ
ャ
ッ
プ
を

集
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、児
童
会
に
回
収
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
、全
校
児
童
が
昨
年
九
月
か
ら
協
力
し
て
持
ち

寄
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャッ
プ
八
百
個
で一人
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
買
え
る
た
め

十
九
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
購
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3月

4月

ま ち の わ だ い
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▲お礼を言いながら花束を受け取る福島さん

▲「新鮮なチンゲン菜がいっぱい！」

▲桜の下は人でいっぱい

百
歳
お
め
で
と
う

福
島
時
世
さ
ん（
由
津
里
）　

　

三
月
二
十
四
日（
水
）、井
上
市
長
ら
が
二
十
六
日
に
百

歳
を
迎
え
ら
れ
る
福
島
時
世
さ
ん
を
、ご
長
男
の
福
島
義

倫
さ
ん
と
暮
ら
す
ご
自
宅
へ
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

　

福
島
さ
ん
に
は
市
と
県
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、市
長

が
花
束
を
渡
す
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
、う

れ
し
そ
う
に
受
け
取
って
い
ま
し
た
。

　

福
島
さ
ん
は
、二
十
歳
代
前
半
で
結
婚
し一男
三
女
を

授
か
り
、子
育
て
と
農
業
の
手
伝
い
に
忙
し
い
毎
日
を
過

ご
し
て
い
た
そ
う
で
す
。ま
た
、昔
か
ら
と
て
も
き
れ
い
好

き
で
、昨
年
末
に
腰
を
痛
め
る
ま
で
は
自
宅
や
周
辺
の
そ

う
じ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
け
つ
を
ご
家
族
に
お
聞
き
す
る
と
、「
好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
、楽
天
的
で
く
よ
く
よ
考
え
な

い
こ
と
」だ
そ
う
で
す
。

桜
の
ト
ン
ネ
ル

砂
川
さ
く
ら
ま
つ
り　

　

四
月
三
日（
土
）、下
市
か
ら
立
川
ま
で
の
砂
川
沿
い
で

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ま
つ
り
は
、「
砂
川

地
域
ぐ
る
み
」と
い
う
砂
川
流
域
の
五
地
区
の
住
民
で
組

織
さ
れ
た
団
体
が
約
十
五
年
前
か
ら
行
って
い
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
日
は
地
元
の
有
志
ら
が
焼
き
鳥
や
ば
ら
ず
し
、山

菜
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
し
、市
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち

は
、お
い
し
い
食
べ
物
を
手
に
花
見
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

チ
ン
ゲ
ン
菜
収
穫
し
た
よ
！

地
場
産
物
活
用
料
理
教
室　

　

三
月
二
十
八
日（
日
）に
、地
産
地
消
の
推
進
の
た
め

「
赤
磐
市
産
野
菜
の
生
産
農
家
訪
問
と
そ
の
野
菜
な
ど

地
場
産
物
を
使
っ
た
簡
単
お
い
し
い
朝
食
づ
く
り
」が
行

わ
れ
、市
内
小
学
生
の
親
子
九
組
二
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
赤
磐
市
佐
古
に
あ
る
チ
ン
ゲ
ン
菜
農
家
の
東

山
さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
訪
問
。チ
ン
ゲ
ン
菜
の
成
長

過
程
の
説
明
を
聞
き
、実
際
に
収
穫
体
験
と
出
荷
の
た

め
の
袋
詰
め
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
中
央
公
民
館
に
戻
っ
て
き
た
参
加
者
の
両
手

に
は
、収
穫
し
た
チ
ン
ゲ
ン
菜
が
いっ
ぱ
い
。そ
の
チ
ン
ゲ
ン

菜
、卵
、み
そ
、し
い
た
け
、黄
ニ
ラ
、い
ち
ご
な
ど
た
く
さ
ん

の
赤
磐
市
産
の
食
材
を
使
っ
て
、簡
単
で
お
い
し
い
朝
食

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。献
立
は
東
山
さ
ん
か
ら
教
わ
っ

た
お
ひ
た
し
や
油
い
た
め
、み
そ
汁
以
外
は
参
加
者
同
士

で
話
を
し
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
調
理
し
ま
し
た
。　

　

保
護
者
か
ら「
農
家
を
訪
問
し
て
野
菜
作
り
を
し
て
い

る
人
の
顔
を
み
て
話
を
聞
い
て
、収
穫
を
し
て
子
ど
も
た

ち
の
野
菜
や
食
への
興
味
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」。子

ど
も
た
ち
か
ら「
新
鮮
な
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
食
べ
ら
れ
た
の
で
、

う
れ
し
か
っ
た
」と
いっ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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▲「安全運転をお願いします」と街頭啓発

▲晴れの日の城山公園

お楽しみ抽選会で
にぎわう会場▶

ゆ
ず
り
あ
う
心
で
走
る
岡
山
路

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
啓
発
出
発
式　

　

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、県
下
一斉
に「
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。四
月
六
日（
火
）

は
こ
の
運
動
の一
環
と
し
て
マッ
ク
ス
バ
リ
ュ
桜
が
丘
店
前
駐
車

場
で
、街
頭
啓
発
活
動
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
交
通
安
全
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
。赤
磐
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
井
上
市
長
、藤
田
赤
磐
警
察
署
長

が
出
発
に
向
け
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、交
通
安
全
推
進
員
の
代

表
と
、環
太
平
洋
大
学
の
学
生
が
交
通
安
全
を
宣
言
。

　

式
終
了
後
は
、白
バ
イ
を
先
頭
に
パ
ト
カ
ー
、市
交
通
指
導

車
が
街
頭
啓
発
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。　
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▼
い
よ
い
よ
平
成
二
十
二
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

▼
広
報
担
当
も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

「
ア
ー
ル
」は
そ
の
ま
ま
残
り「
え
む
」

が
去
っ
て
新
し
く「
テ
ィ
」が
加
わ
り
ま

し
た
。今
年
一
年
こ
の
二
人
で「
広
報
あ

か
い
わ
」が
皆
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た
だ

け
る
よ
う
広
報
紙
作
り
を
頑
張
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
美
し
さ
の
表
現
と
し
て「
を
か
し
」と

「
あ
は
れ
」が
あ
り
ま
す
。前
者
は
華

や
か
で
優
美
な
も
の
、後
者
は
優
美
で

は
あ
る
け
れ
ど
、華
や
か
さ
で
は
な
く

し
め
や
か
な
情
緒
を
伴
う
も
の
を
表
す

言
葉
で
す
。桜
と
い
う
の
は
、そ
の
両
者

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
花

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。満
開
の
桜
は

言
う
ま
で
も
な
く
美
し
い
も
の
で
す
が
、

散
り
際
の
桜
と
い
う
の
も
ま
た
乙
な
も

の
で
す
。皆
さ
ん
は「
を
か
し
」と｢

あ
は

れ｣

、ど
ち
ら
の
桜
が
お
好
き
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
テ
ィ・ア
ー
ル
）

編

集

後

記

雨
雲
も
吹
き
飛
ば
す
盛
り
上
が
り

第
二
十
三
回
城
山
公
園
ま
つ
り　

　

四
月
十
一日（
日
）、吉
井
城
山
公
園
で「
第
二
十
三
回
城
山
公
園
ま

つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。午
前
中
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、午

後
か
ら
は
雨
も
あ
が
り
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
太
鼓
や
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
に
加
え
、ク
ロ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
か
ら
は
大
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
は
お
で
ん
、焼
き
鳥
、城
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
な
ど
の
テ
ン

ト
が
立
ち
並
び
、大
勢
の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
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▲改良型の短床犂

▲在来型の有床犂

▲ウシンガで耕すようす（個人蔵）

　

田
植
え
を
控
え
た
こ
の
時
期
、

田
ん
ぼ
を
耕
す
光
景
を
あ
ち
こ
ち

で
見
か
け
ま
す
。現
在
は
ほ
と
ん

ど
の
農
家
で
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー

を
使
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、農
業
用
の
機
械
が
普
及
す
る

以
前
は
、人
の
力
や
、牛
馬
を
使
っ

て
田
畑
を
耕
し
て
い
た
こ
と
を
ご

記
憶
の
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

牛
に
引
か
せ
て
耕
す
道
具
を

「
唐
鋤
」ま
た
は
方
言
で「
ウ
シ

ン
ガ
」「
ウ
シ
グ
ワ
」と
呼
び
ま
す
。

「
唐
鋤
」と
は
、漢
字
の
ご
と
く
、

中
国
や
韓
国
か
ら
伝
来
し
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、「
ウ
シ
ン
ガ
」「
ウ

シ
グ
ワ
」と
は
牛
に
け
ん
引
さ
せ
る

農
具
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。し
か
し
実
際
は
、牛
だ
け
で
は

な
く
馬
が
ひ
く
こ
と
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。明
治
時
代
以
前
は
西

日
本
で
は
牛
、東
日
本
で
は
馬
の

飼
育
が
盛
ん
だ
っ
た
た
め
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
飼
育
し
て
い
る
家
畜

を
使
っ
て
耕
作
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
牛
馬
を
持
た
な
い
農
家
や
狭
い

山
間
地
な
ど
で
は
人
力
で
ウ
シ
ン

ガ
を
ひ
く
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ウ
シ
ン
ガ
は
、一
昔
前
ま
で
は
牛

馬
耕
作
に
伴
い
多
く
の
農
家
で
使

用
さ
れ
て
お
り
、決
し
て
珍
し
い
農

具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、香
川
県

や
兵
庫
県
で
古
墳
時
代
の
遺
跡
か

ら
の
出
土
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、長

い
歴
史
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

そ
の
形
状
は
、韓
国
の
特
徴
を

持
つ
無む

し
ょ
う
す
き

床
犂
と
、中
国
の
特
徴
を
持

つ
長
ち
ょ
う
し
ょ
う
す
き

床
犂
が
あ
り
、無
床
犂
は
六

世
紀
ご
ろ
に
渡
来
人
と
と
も
に
伝

来
し
一
部
の
地
域
で
使
用
さ
れ
、中

国
の
特
徴
を
持
つ
長
床
犂
は
七
世

紀
ご
ろ
に
伝
来
し
、律
令
制
度
と

と
も
に
全
国
的
に
使
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
一
部
の
地
域
で
は
双
方
が

混
ざ
り
あ
っ
た
有ゆ
う
し
ょ
う
す
き

床
犂
も
み
ら
れ
、

こ
れ
ら
は
在
来
型
の
犂
と
し
て
千

年
以
上
、大
き
な
変
化
を
せ
ず
使

い
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
明
治
維
新
を
境
に
、西

洋
の
耕
作
法
の
導
入
や
生
産
性
向

上
の
た
め
、ウ
シ
ン
ガ
は
改
良
を
重

ね
ら
れ
ま
す
。重
量
が
軽
く
回
転

し
や
す
い
が
、耕
作
深
度
の
調
整
が

難
し
い
無
床
犂
と
、耕
作
深
度
が
一

定
に
保
て
る
が
重
た
い
長
床
犂
の

利
点
を
併
せ
も
っ
た
短た

ん
し
ょ
う
す
き

床
犂（
中

床
犂
）が
開
発
さ
れ
、さ
ら
に
改
良

を
加
え
な
が
ら
明
治
時
代
後
半
か

ら
全
国
に
広
ま
り
、ト
ラ
ク
タ
ー
が

普
及
す
る
昭
和
三
十
年
代
ま
で
盛

ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
井
郷
土
資
料
館
の
ウ
シ
ン
ガ

を
見
て
み
ま
す
と
、在
来
型
の
犂

と
改
良
型
の
短
床
犂
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。自
宅
の
納
屋
に

眠
っ
て
い
る
ウ
シ
ン
ガ
と
見
比
べ
て

み
た
い
人
は
ど
う
ぞ
資
料
館
へ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

懐
か
し
い
道
具
た
ち
と
と
も
に
出

迎
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

■
赤
磐
の
民
俗
資
料

　
　
　
　
唐か

ら
す
き鋤（

ウ
シ
ン
ガ
）
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